
住
み
た
い
　住
ん
で
よ
か
っ
た
　魅
力
い
っ
ぱ
い
　元
気
な
浜
田

～
　豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
　～

６ 平
成
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「
昨
年
二
月
か
ら
住
ん
で
い
る
今
の
家

は
、
は
じ
め
て
自
分
で
建
て
た
も
の
だ
。
こ
れ

ま
で
は
他
人
の
建
て
た
家
を
買
っ
て
い
た
の
で

そ
れ
ぞ
れ
な
ん
ら
か
の
欠
陥
が
あ
っ
た
が
、
今

度
の
家
は
満
足
し
て
い
る
の
で
も
う
引
越
さ
な

く
と
も
済
む
と
思
う
。
僕
の
場
合
、
家
が
満
足

で
き
る
か
ど
う
か
の
基
準
は
、
な
ん
と
い
っ
て

も
ア
ト
リ
エ
の
出
来
不
出
来
に
よ
る
。
設
計
は

京
大
に
勤
め
る
友
人
の
金
多
さ
ん
に
お
願
い
し

た
の
だ
が
、
細
か
な
注
文
を
つ
け
る
の
は
専
ら

家
内
で
、
ぼ
く
は
ア
ト
リ
エ
に
限
っ
て
注
文
を

つ
け
た
。
そ
れ
も
ご
く
大
雑
把
な
注
文
で
、
倉

庫
の
よ
う
な
感
じ
で
、
し
か
も
で
き
る
だ
け
明

る
く
と
い
う
訳
だ
。
僕
の
注
文
は
十
分
に
満
た

さ
れ
た
。
板
張
り
の
ガ
ラ
ン
と
し
た
ア
ト
リ
エ

は
、
南
・
北
・
東
の
三
方
に
大
き
な
窓
が
あ
っ

て
、
こ
の
ア
ト
リ
エ
に
籠
も
っ
て
い
る
と
冬
で

も
陽
や
け
し
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
。」

（
芸
術
新
潮
１
９
７
３
年
６
月
号

「
画
家
の
こ
と
ば
」
よ
り
）

石
本
正
の
実
際
の
ア
ト
リ
エ
を
再
現

石
本
先
生
の
ア
ト
リ
エ
を
模
し
た
こ
の
空

間
は
、
ご
遺
族
の
全
面
的
な
ご
協
力
に
よ
り

４
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
絵
に
向
か
う
晩
年

の
石
本
先
生
の
姿
を
想
像
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
が
け
、
床
の
色

や
物
の
配
置
な
ど
可
能
な
範
囲
で
再
現
し
て

い
ま
す
。
置
い
て
あ
る
本
棚
や
机
、
椅
子
な

ど
の
家
具
は
全
て
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
も

の
ば
か
り
で
す
。
石
本
先
生
は
こ
こ
で
常
に

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、
絵
を
描

い
て
い
ま
し
た
。

石
本
先
生
と
共
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
よ
う
な
、
特
別
な
時
間
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

画を描くのは楽しい
それは生きる喜びでもある

石本 正

「石本正の アトリエ」

若いころ、展覧会のために制作したもので、石
本先生のお気に入りの作品でした。アトリエの壁
にかけられたこのフクロウは、制作する姿を半世
紀近く見守ってきました。

七宝焼きのフクロウ
大変な読書家であった石本先生は、膨大な冊数

の本を所有していました。本棚には前後２列に本
が詰め込まれており、その重さで家が傾くほどで
した。蔵書の種類は美術書や哲学書、小説や詩集
など多岐にわたり、この本棚を見るだけで石本先
生が興味を持っていたものの幅広さを知ることが
出来ます。

石本正の本棚

足元に雑然と置かれているようでいて、制作中の作
品に使ったであろう色の絵の具瓶が石本先生の定位置
のすぐ足下にあったりして、制作時の動きを想像する
ことが出来ます。食品類の空き瓶なども多く、スタイ
ルにこだわらない石本先生の姿勢が垣間見えます。

絵具瓶
飾りっ気のない普通の椅子ですが、腰が曲がり歩き

にくくなっていた晩年の石本先生にとって、制作時に
動きやすい事がもっとも重要な要素でした。座ったま
ま、椅子をコロコロと動かしてアトリエ内を移動し制
作していました。

晩年に愛用した椅子

絵を描く時、必ず大音量でクラシック音楽をか
けていました。同じ曲であっても演奏家や指揮者
などで変わる音の質にもこだわり、膨大な数のカ
セットやＣＤを所有していました。これらの音楽
からのインスピレーションで多数の作品が生まれ
ました。晩年はＣＤで音楽を楽しんでいました
が、これらは現在ご遺族のもとで大切に保管され
ています。

創作に欠かせなかったクラシック音楽

何枚ものパネルを並べて、あっちを描いたりこっ
ちを描いたり、気の向くままに制作していました。

制作中の作品



4広報はまだ：平成30年６月号5 広報はまだ：平成30年６月号

開館時間　午前９時～午後５時
休　館　日　月曜日
　　　　　　年末年始・展示替え期間
観 覧 料　一　般　６００円（５００円）
　　　　　高大生　３００円（２４０円）
　　　　　小中生　２００円（１６０円）

石正美術館へのアクセス 利用案内

（月曜日が祝日の場合開館・翌日休館）

（括弧は20人以上の団体）

〒699-3225 島根県浜田市三隅町古市場589
TEL ☎0855-32-4388　FAX 0855-32-4389
Eメール sekisho@mx.miracle.ne.jp
http://www.sekisho-art-museum.jp/

●最寄駅 三保三隅駅から車で５分
●ＪＲ山陰本線 浜田駅から三保三隅駅まで列車で20分
●広島駅から浜田駅まで高速バスで２時間
●浜田自動車道 浜田ＩＣから車で20分
●山陰道 石見三隅ＩＣから車で３分
●萩・石見空港から車で40分

2001年の開館以来、石本先生の希望により、絵の技術では
なく「絵の心」を伝える教室が生まれました。「気軽に、楽
しんで」という石本先生の絵に対する姿勢や喜びを、参加者
の皆さんと共有する教室で、このたび55回目を迎えます。絵
を描くのが好きという人はもちろん、初心者の人もお気軽に
ご参加ください。
　日時　　　６月23日㈯・24日㈰（要予約）
　特別講師　吉川弘さん（日本画家・京都造形芸術大学教授）
　参加料　　7500円　　内容　裸婦デッサン

第55回 石本正絵画教室

コンサート・創作教室

石正美術館では、コンサートや創作教室なども開催してい
ます。特に子どもから大人まで、気軽に足を運べる入場無料
のコンサートは、多くの人にご来場いただいています。グラ
ンドピアノのある会場を無料でお貸ししており、地元の音楽
サークルや音楽教室の発表会などでご活用いただいていま
す。コンサートや創作教室をしてみたい人は、どうぞお気軽
にご連絡ください。

石
正
美
術
館
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
つ

で
も
、
多
く
の
代
表
作
と
と
も
に
石
本
先
生

の
画
業
の
全
て
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
出

来
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
た
び
「
石
本
正
の
ア

ト
リ
エ
」
を
再
現
し
た
空
間
が
で
き
た
こ
と

で
、
絵
に
向
か
う
石
本
先
生
の
在
り
し
日
の

姿
を
想
像
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
館
内

を
ご
覧
い
た
だ
い
た
後
は
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス

や
回
廊
（
中
庭
）
で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す
の

も
お
す
す
め
で
す
。
こ
こ
で
常
に
流
れ
る
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
静
か
に
耳
を
傾
け
て
い
る

と
、
穏
や
か
で
豊
か
な
時
間
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
大
切
な
人
と
共
に
、
あ
る
い

は
一
人
で
、
ぜ
ひ
そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
な
時
間

を
過
ご
し
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

特
別
な
時
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

職員の皆さん

華
か せ い え ん

晴苑
石本先生が毎年スケッチに通い続けた京都の「無

む に そ う

二荘牡丹
園」から、実際に作品に描かれた株をはじめとする13本が移
植され、2016年に誕生した牡丹園です。
明治初期から代々花守を続けてきた辻尾仁郎さんのご厚意

により寄贈され、第二の故郷としてこの地で花を咲かせまし
た。長いもので樹齢100年を超える大変貴重な原種の牡丹は、
開花時にはかぐわしい香りを漂わせます。石本先生に感動を
与えた本物の花を、ぜひ間近でご覧ください。
（４月中旬～下旬頃開花）

石本先生は、ヨーロッパ美術を巡る旅の中で、「地元の教
会を地元の人たちが守り続ける姿」に感銘を受けました。そ
んな彼の「地域に根差した文化こそが最も重要だ」との思い
からこの天井画は生まれました。石本先生が描いた大麻山神
社の藤棚の絵をもとに、市内外の子どもから大人まで約900
人の参加者が力を合わせて制作したこの絵は、人々の「描く
よろこび」がつまった当館の象徴的存在です。
※　観覧希望者は、受付にお申し出ください。

塔の天井画

石本先生は生前、戦争による人命や文化の破壊行為を強く
批判し、故郷がいつまでも平和であることを切に願っていま
した。
イタリアのサンセポルクロの街を第二次世界大戦の空爆か

ら救ったと言われる壁画を５年かけて模写した日本画家・岡
崎忠雄さんの「キリストの復活」と、故郷の将来を思い続け
て描いた石本先生の三部作「祈り」より「祈りⅠ」を常設展
示しています。

祈りの部屋

見どころ教室 ＆ イベント

ギャラリー展示

石正美術館のギャラリーは、幅広いジャンルの作品を展示
できる入場無料のスペースとして多くの人にご利用いただい
ています。約30ｍの廊下に展示することができ、照明や展示
器具の貸出しから、展示に関するご相談まで職員がサポート
します。個展やグループ展など作品発表の場としてぜひご活
用ください（詳しくはお問い合わせください）。
・石川かつひろ写真展「私の和乃色」　～６月８日㈮午後３時まで
・「平成29年度石正美術館絵画教室作品展（前期）」　６月９日㈯～24日㈰
　※　いずれも入場無料

こよなく愛した牡丹の花

900人の「描くよろこび」が実を結んだ天井画

故郷の平和を祈って

※　展覧会によって異なります
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今
年
も
梅
雨
の
長
雨
や
台
風
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
、
浜
田

市
に
お
い
て
は
７
月
４
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
、
平
成
25
年

以
来
の
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
人
的
な
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
浜
田
市
に
豪
雨
を
も
た
ら
し
た
梅
雨
前
線
は
、
そ
の
後
、
九

州
北
部
に
お
い
て
も
猛
威
を
振
る
い
、
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
大
雨
災
害
の
経
験
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
さ
ら
な
る
防
災
力

の
強
化
を
図
る
た
め
に
、
改
め
て
こ
の
機
会
に
洪
水
・
土
砂
災
害
な
ど
の
風

水
害
に
つ
い
て
、
対
策
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
土
砂
災
害
と
は

土
砂
災
害
は
、
が
け
崩
れ
・
土
石

流
・
地
す
べ
り
の
３
種
類
に
分
か
れ

ま
す
。
い
ず
れ
も
大
雨
に
よ
っ
て
地

盤
が
ゆ
る
む
こ
と
が
主
な
発
生
原
因

で
す
が
、
地
震
の
際
に
も
発
生
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
震
に

よ
り
大
き
な
揺
れ
を
観
測
し
た
地
域

で
は
、
地
盤
が
ゆ
る
ん
で
い
る
た
め

少
し
の
雨
で
も
土
砂
災
害
が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。

◎
対
策

土
砂
災
害
は
ひ
と
た
び
発
生
す
る

と
瞬
時
に
大
災
害
と
な
る
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
、
事
前
の
避
難
行
動
が
一

番
の
対
策
で
す
。
事
前
の
避
難
行
動

の
た
め
に
は
、
土
砂
災
害
が
発
生
す

る
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う

情
報
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
で
は
、

ど
の
よ
う
な
情
報
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

長
雨
で
地
盤
が
ゆ
る
ん
で
く
る

と
、
松
江
地
方
気
象
台
と
島
根
県
は

共
同
し
て
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」

を
発
表
し
ま
す
。
こ
の
情
報
が
発
表

さ
れ
た
ら
、市
は
、対
象
地
域
を
絞
っ

て
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
す
。

昨
年
７
月
４
日
か
ら
の
大
雨
の
際

に
も
、
７
月
５
日
午
前
０
時
15
分
に

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た

た
め
、
土
砂
災
害
の
危
険
が
高
ま
っ

て
い
る
地
域
に
避
難
勧
告
を
発
令
し

て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
前
に
は
、

様
々
な
前
兆
現
象
が
起
こ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
前
兆
現
象
に
気
付
い
た

ら
、
周
囲
の
人
に
も
伝
え
、
が
け
や

谷
か
ら
離
れ
、避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

前兆現象
がけ崩れ 地すべり 土石流

・がけにひび割れができる
・小石がパラパラと落ちてくる
・がけから水が湧き出る
・湧き水が止まる
・湧き水が濁る
・地鳴りがする

・地面がひび割れたり陥没した
りする

・がけや斜面から水が噴き出す
・井戸や沢の水が濁る
・地鳴り、山鳴りがする
・樹木が傾く
・亀裂や段差が発生する

・山鳴りがする
・急に川の水が濁り、流木が混

ざり始める
・腐った土の匂いがする
・雨が降り続いているのに川の

水位が下がる
・立木がさける音や石がぶつか

り合う音が聞こえる

平成29年７月九州北部豪雨による
土砂災害・河道閉塞現場
（国土地理院ホームページ「斜め写真」より）

平成29年７月４日からの大雨による土砂災害現場
（上：弥栄町野坂・下：三隅町向野田）

浜田市防災防犯メールやし
まね防災メールを事前登録し
ておくと、土砂災害警戒情報
が発表された際に自動的に
メールが届きます。

メールで情報を受信

【資料】　・ＮＰＯ法人土砂災害防止広報センター　 ・政府広報オンライン

問
合
せ　

・
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安
全
係

　
☎
�
９
１
２
２

・
各
支
所
防
災
自
治
課
防
災
係

か
ら 

身
を
守
る

土
砂
災
害

洪
水
災
害

土
砂
災
害
か
ら

身
を
守
る

１
前
兆
現
象

土
砂
災
害
警
戒
情
報
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安全安心推進課
　課長　馬場正典

◎
洪
水
害
と
は

大
雨
な
ど
に
よ
り
河
川
の
流
量
が

異
常
に
増
加
し
て
、
堤
防
の
浸
食
や

決
壊
、
橋
の
流
出
な
ど
が
起
こ
る
災

害
の
こ
と
で
す
。

◎
浸
水
害
と
は

大
雨
な
ど
に
よ
る
地
表
水
の
増
加

に
排
水
が
追
い
つ
か
ず
、
用
水
路
や

下
水
溝
な
ど
が
あ
ふ
れ
て
氾
濫
し
た

り
、
河
川
の
増
水
や
高
潮
に
よ
っ
て

排
水
が
阻
ま
れ
、
住
宅
や
田
畑
が
水

に
つ
か
る
災
害
の
こ
と
で
す
。
内
水

氾
濫
と
も
言
い
ま
す
。

◎
対
策

洪
水
害
や
浸
水
害
は
、
土
砂
災
害

に
比
べ
て
あ
る
程
度
発
生
の
予
測
が

で
き
る
災
害
で
す
。

大
雨
の
際
に
は
、
市
は
、
河
川
の

水
位
と
今
後
の
降
雨
見
込
み
を
基
に

早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
情
報
を
発

令
し
ま
す
。
気
が
付
い
た
ら
逃
げ
遅

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
河
川
の
水
位
や
市
か
ら
の
避
難

情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
風
水
害
に
限
ら
ず
、
地

震
・
大
火
災
な
ど
の
大
き
な
災
害
が

発
生
し
た
場
合
の
避
難
所
と
し
て
公

共
施
設
な
ど
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
市
が
早
期
に
開
所

す
る
避
難
所
で
あ
る
「
初
動
開
所
避

難
所
」
は
、
下
の
一
覧
表
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
避
難
所
も
全
て
の
災
害
に

対
し
て
万
能
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
は
な
い

が
、
洪
水
に
よ
る
浸
水
の
お
そ
れ
は

あ
る
、
と
い
っ
た
避
難
所
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
災
害
の
種

類
に
よ
っ
て
は
開
所
し
な
い
避
難
所

も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
が
発
表
す
る

避
難
に
関
す
る
情
報
に
注
意
し
て
、

適
切
な
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
風
水

害
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
、

国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報

を
、
人
工
衛
星
な
ど
を
介
し
て
瞬
時

に
受
信
し
、
市
町
村
の
防
災
行
政
無

線
な
ど
か
ら
自
動
的
に
放
送
さ
せ
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
防
災
行
政
無

線
放
送
は
、
人
間
の
声
で
は
な
く
、

男
性
の
声
の
合
成
音
声
に
よ
っ
て
放

送
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
発
音
の

仕
方
や
、
声
の
低
さ
に
よ
っ
て
は
、

聴
き
取
り
づ
ら
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
そ

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
前
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
で
放
送
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

例
年
、
主
会
場
を
設
け
て
見
学
式

の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
30
年
度
に
つ
い
て
は
、
主
会
場
を

設
け
ず
、
各
地
域
に
お
い
て
実
践
的

な
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
防
災
・
防
犯
メ
ー
ル
に

よ
る
訓
練
メ
ー
ル
の
配
信
や
、
消
防

団
車
両
に
よ
る
警
戒
広
報
訓
練
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
土

砂
災
害
と
洪
水
・
浸
水
害
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

ま
ず
は
自
分
の
身
の
周
り
に
ど
の
よ

う
な
災
害
リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い
る
か

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ハ
ザ
ー

市
で
は
、
災
害
や
事
件
・
事
故
な

ど
が
起
き
た
際
に
、
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
機
能
を
活
用
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
災
・
防
犯

情
報
な
ど
を
文
字
情
報
で
提
供
す
る

「
防
災
防
犯
メ
ー
ル
」
の
配
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
登
録
件
数

は
約
８
３
０
０
件
で
す
。

◎
配
信
す
る
情
報

気
象
情
報

・
特
別
警
報
、
気
象
警
報

・
津
波
に
関
す
る
情
報

・
地
震
の
震
度
情
報　
な
ど

防
災
危
機
情
報

・
土
砂
災
害
警
戒
情
報

・
避
難
勧
告
な
ど
の
発
令
情
報

・
避
難
所
開
所
情
報

・
危
機
管
理
情
報　
な
ど

防
犯
交
通
情
報

・
防
犯
情
報

・
交
通
情
報　
な
ど

市
で
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
も
防
災

情
報
な
ど
を
配
信
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
や
特
別
警
報

が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
旨
を
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
）
に
よ
っ
て
市
内
全
て
の
防
災
行

政
無
線
で
放
送
し
ま
す
。
こ
の
放
送

内
容
は
、
放
送
か
ら
24
時
間
以
内
で

あ
れ
ば
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
聴

き
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０
‐
０
５
８
‐
５
２
１

初動開所避難所一覧
地　区 施　設　名 地　区 施　設　名

浜
田

浜田

健康増進センター

金
城

雲城 雲城公民館（みどりかいかん）
浜田公民館 今福 今福公民館（ふれあい会館）
原井小学校 波佐 波佐公民館（ときわ会館）
第二中学校 小国 小国公民館（旧小国小学校）

石見

石見公民館 久佐 久佐公民館（くざ会館）
第一中学校 美又 美又公民館（美又会館）
三階小学校

旭

今市 旭山村開発センター（旭センター）
石見公民館後野分館 木田 木田公民館（木田生活改善センター）
石見公民館佐野分館 和田 和田公民館（旧和田小学校）

長浜 長浜公民館（マリン交流センター） 都川 都川公民館（都川高齢者活動促進センター）
長浜小学校 市木 市木生活改善センター

周布
周布公民館 弥

栄
安城 安城公民館（弥栄会館）

周布小学校 杵束 杵束公民館（弥栄老人憩の家・福祉センター）
第三中学校

三
隅

三隅 市役所三隅支所
大麻 大麻公民館 三隅公民館

美川 美川公民館 三保 三隅中央会館
第四中学校 三保公民館

国府

国府公民館 岡見 岡見公民館
浜田東中学校 井野 井野公民館
国府公民館宇野分館 黒沢 黒沢公民館
旧有福小学校 白砂 白砂公民館

浜田市防災・防犯メール

@hamada_bousai

浜田市防災情報
Twitter

①　次の登録用アドレスに件名・本文を入力せずにメールを送信します。

hamada@xpressmail.jp
※　ＱＲコード対応の携帯電話を利用している人は、左の図からアドレス

を読み取ることができます。
②　返信メールに記載されたアドレス（ＵＲＬ）にインターネット接続し

ます。接続後、必要な情報を選択して「確認」ボタンを選択します。
③　登録内容を確認して「登録」ボタンを選択します。
※　迷惑メール設定により返信メールが届かない場合があります。
　「＠xpressmail.jp」のドメインを受信許可してください。

避難しようとしたけれど、
家の外が冠水してしまってい
る場合は、無理に避難所へ避
難せず、自宅や近所の建物の
２階以上へ避難する「垂直避
難」をしましょう。

外へ出て避難する際には、
運動靴など、足の収まりの良
い靴を履きましょう。長靴に
は水がたまりやすいので、屋
外避難の際には不向きです。

無理に外へ避難しない長靴では避難しない

平
成
29
年
７
月
４
日
の
災
害
は

今
も
思
い
出
し
ま
す
。
夜
半
の
生

暖
か
い
風
が
午
後
11
時
頃
か
ら
大

雨
に
変
わ
り
、
翌
日
に
は
夕
方
ま

で
被
害
調
査
や
情
報
収
集
に
駆
け

回
っ
て
お
り
ま
し
た
。
後
日
、
金

城
町
若
生
の
孤
立
世
帯
に
出
向

き
、
被
災
世
帯
の
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
災

害
の
恐
ろ
し
さ
と
、
そ
の
際
の
皆

さ
ん
の
的
確
な
判
断
に
驚
嘆
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

災
害
対
応
に
は「
自
助・共
助・

公
助
」
が
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
災
害

の
初
動
時
の
対
応
は
、
自
助
に
頼

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
自
分
の
身

を
守
る
に
は
、
日
常
の
心
構
え
と

情
報
の
入
手
が
大
き
な
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。
特
に
情
報
入

手
の
手
段
は
複
数
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
記
事
を
ご
覧
に
な
ら
れ

て
、
も
う
一
度
災
害
に
つ
い
て
お

考
え
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
た
り
、
日
頃
か

ら
雨
水
の
た
ま
り
や
す
い
場
所
な
ど

を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

いざ避難しようとしても、
避難所までの経路に迷ってし
まうと、かえって危険です。
事前に最寄りの避難所までの
安全な経路を確認しておきま
しょう。

避難経路を確認しておく

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

浜
田
市
総
合
防
災
訓
練

洪
水・浸
水
害
か
ら

身
を
守
る

２

情
報
収
集
手
段
を

確
保
す
る

４

身
の
回
り
の
災
害

リ
ス
ク
を
知
る

３

避
難
所
の
場
所
を

確
認
す
る

５

防
災
・
防
犯
メ
ー
ル
を

登
録
し
ま
し
ょ
う

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
防
災
情

報
を
配
信
し
て
い
ま
す

防
災
行
政
無
線
自
動
電

話
応
答
サ
ー
ビ
ス

　
災
害
を
振
り
返
っ
て
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６月１日㈮～７日㈭は、
水道週間です
　６月１日㈮から７日㈭までの7日間は、第60回「水道
週間」です。
　今年は、「水道水　安全　おいしい　金メダル」をス
ローガンに、水道水について、広く国民の理解と関心を
高めてもらうため、水道週間が実施されます。
　水道水は、「いつでも、きれいで、安心して飲める」
という信頼に応えるため、市では、老朽化している施設
や管路の維持修繕や更新、地震などの災害対策の推進、
安全・快適な水の供給確保などを行っています。
　水道事業は、市民の皆さんに納めていただいている水
道料金でまかなわれています。これからも、水道水を安
定供給し、市民の皆さんのご協力をいただきながら、よ
りよい水道サービスを提供していきます。

皆さんへのお願い

家庭の水道工事の申込みは、市の指定給水装置工
事事業者に申し込んでください

　給水装置の新設・増設・改造・修理などは、市の指
定給水装置工事事業者（次ページの事業者一覧表を参
照）に申し込んでください。

検針へご協力をお願いします

　水道メーター付近に物を置かないでください。ま
た、飼い犬は出入口や水道メーターから離れた場所に
つないでおいてください。

宅内で漏水はありませんか？

　宅内で漏水した水の料金は、使用者の負担となりま
す。蛇口を全部閉めて、水道メーター文字盤について
いる銀色のパイロットが少しでも回っていれば漏水し
ています。その場合は、市の指定給水装置工事事業者
に連絡し修理してください。また、地下漏水など料金
が減免できる場合がありますので、お問い合わせくだ
さい。

長期間家を留守にするときは、バルブを閉めるか
一時中止の届出を出してください

　留守中の宅内漏水などにより、多額の水道料金が発生
する事例があります。長期間にわたって家を留守にする
場合は、水道メーター手前のバルブを閉めておくか、水
道の使用一時中止の届出をしましょう

貯水槽水道の設置者は維持管理をお願いします

　水道法により、貯水槽水道の設置者は、清掃・点検・
検査などの維持管理を行う必要があります。貯水槽の清
掃などは、１年に１回は行ってください。

水道メーターの取替えにご協力ください

　市では、計量法に基づき、定期的に水道メーターの取
替えを実施しています。取替作業は委託業者が行い、取
替えにかかる費用は無料です。取替委託業者（名札・腕
章を着用）が伺いましたら、協力をお願いします。

問合せ
工事関係　上下水道部工務課工務係　☎�９９１０
料金関係　上下水道部管理課料金係　☎�９９０３

美川浄水場の施設見学ができます
　美川浄水場では、個人又はグループでの見学を受け付
けています。場内の庭園に設けた池では、市民の皆さん
から寄贈された錦鯉が泳ぎ、来場者の目を楽しませてく
れます。
見学申込先・問合せ　美川浄水場　☎�０６９０

指定給水装置工事事業者一覧表
※　浜田自治区に居住している人は旧上水の欄、金城・旭・弥栄・三隅自治区に居住している人は旧簡水の欄に「○」

のある工事事業者に連絡してください。
事業者名 住所 電話 旧上水 旧簡水 事業者名 住所 電話 旧上水 旧簡水

浜
田

㈲相生設備 長沢町 �２７４７ ○ ○

県
内
他
市

㈲アイシーエス 益田市 0856�1288 ○ ○
㈲安藤設備 高佐町 �６５８７ ○ ○ アクア設備 益田市 0856�0992 ○ ○
イワタニ島根㈱浜田事業部 熱田町 �１２５０ ○ ○ 伊藤忠エネクスホームライフ 

西日本㈱石見営業所 江津市 0855�1050 ○ ○㈾石見水泉社 浅井町 �０７８３ ○ ○
㈲オーテック・システム 熱田町 080-6326-1358 ○ イマックス㈱ 出雲市 0853�0009 ○
大原技研㈲ 下府町 �７７１０ ○ ○ イマックス㈱大田営業所 大田市 0854�7163 ○
勝田土地開発㈲ 佐野町 �０３８９ ○ 石見工業㈱ 邑南町 0855�0220 ○ ○
㈲ガット 西村町 �０２２１ ○ イワミ水道㈲ 江津市 0855�0788 ○ ○
金髙設備 日脚町 080-5759-9624 ○ ○ ㈱植松 益田市 0856�4981 ○
さいとう設備 上府町 �００４３ ○ ○ ㈱内村電機工務店 出雲市 0853�1155 ○ ○
坂本設備 国分町 �１２５１ ○ ○ ㈲大石水道工業所 益田市 0856�3258 ○ ○
山陰クボタ水道用材㈱浜田営業所 下府町 �４１７０ ○ ○ ㈲大島商会瑞穂営業所 邑南町 0855�1502 ○
シンセイ技研㈱浜田営業所 下府町 �８５６６ ○ ○ 大田設備 大田市 0854�6063 ○
㈱大広設備 長沢町 �１７０４ ○ ○ ㈲大畑管工 益田市 0856�6961 ○
㈲ダイヤ環境衛生 黒川町 �１１６９ ○ ○ 角田工業㈱ 益田市 0856�2780 ○ ○
㈱電設サービス 黒川町 �２９５４ ○ ○ ㈱技研設備 益田市 0856�3158 ○
東洋設備㈲ 下府町 �５２３２ ○ ○ 建興工業㈱ 益田市 0856�4600 ○
㈱中島水道 港町 �１３１５ ○ ○ 江津水道工事㈲ 江津市 0855�2016 ○ ○
㈲能美建設 下府町 �１９３４ ○ 五大設備㈲ 江津市 0855�2890 ○ ○
浜田ガス水道工事㈱ 港町 �０７３７ ○ ○ ㈲金剛ホーム設備 益田市 0856�1230 ○ ○
まつした設備 上府町 �０３６０ ○ ○ ㈱斎藤電機 益田市 0856�1822 ○
宮田建設工業㈱ 朝日町 �３３８８ ○ ○ ㈲佐々木工業 大田市 0855�2424 ○ ○
森橋設備工事 上府町 �０２３６ ○ ○ ㈲ささき設備 江津市 0855�2080 ○ ○
渡辺設備 高佐町 �００６４ ○ ○ 山陰クボタ水道用材㈱益田営業所 益田市 0856�4625 ○

金
城

石州金城設備 金城町下来原 �１７５６ ○ ○ 山陰水道工業㈱ 松江市 0852�5700 ○ ○
㈱電設サービス金城営業所 金城町七条 �２２４６ ○ 山陰冷暖㈱益田営業所 益田市 0856�6488 ○ ○
㈲中田工務店 金城町下来原 �１２０３ ○ 山陽空調工業㈱島根支店 大田市 0854�3311 ○ ○

旭

㈲旭設備 旭町丸原 �００２２ ○ ○ ㈲ジェイサービス 益田市 0856�1738 ○ ○
㈱岡貞組 旭町今市 �１１５５ ○ ㈱島根水道センター 松江市 0120-101-033 ○
㈱山本組 旭町市木 �０３１１ ○ 正栄工業㈱ 益田市 0856�1115 ○
山本住設 旭町和田 �１０５６ ○ 新光プロパン瓦斯㈱西益田支店 益田市 0856�2901 ○ ○

弥
栄斎藤水道 弥栄町

木都賀 090-4143-2571 ○ ○ ㈱シンセイ工業 益田市 0856�2077 ○ ○
㈲水道くん 益田市 0856�1607 ○

三
隅

㈲梅谷工務所 三隅町湊浦 �０３３４ ○ 石州水道工事㈱ 江津市 0855�2176 ○ ○
㈲大谷建設 三隅町向野田 �０１５６ ○ 太陽温調工業㈲ 益田市 0856�1939 ○ ○
㈲岡田工務店 三隅町西河内 �００２５ ○ ㈲トモエ水道 江津市 0855�0555 ○ ○
きがるに芳さん 三隅町古市場 080-6307-9534 ○ ○ 日新建設㈱ 益田市 0856�3378 ○
極東建設工業㈲ 三隅町向野田 093-618-3856 ○ ㈲増野商会 益田市 0856�2425 ○ ○
河野建設㈱ 三隅町下古和 �１１２１ ○ ○ 松井土建㈲ 川本町 0855�2686 ○
第一建設工業㈱ 三隅町三隅 �０１２４ ○ ㈲横田水道 江津市 0855�3276 ○ ○
中電プラント㈱三隅事業所 三隅町岡見 �３２８７ ○

広
島
県

㈱アサ・テクノ 広島市 082-229-5311 ○ ○
豊生建設㈱ 三隅町三隅 �２３５４ ○ ○ ダン環境設備㈱ 広島市 082-840-1311 ○ ○
㈱三隅ガスセンター 三隅町向野田 �１０３４ ○ ○ 中央機器設備㈱ 広島市 082-284-4101 ○
三隅住設 三隅町三隅 �０７２５ ○ てらかわ産業 東広島市 082-425-1359 ○
ヤマオカ設備 三隅町三隅 �１７１７ ○ ○ ㈱日建管工 広島市 082-263-5835 ○

㈱Ｎ.Ｉ.Ｃ 広島市 082-275-5227 ○ ○
広島工業㈱ 広島市 082-237-1111 ○
藤岡工業㈱ 広島市 082-243-6910 ○
㈱免出 広島市 082-271-1555 ○
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情報公開制度の運用状況
１　開示請求（任意開示申出を含む。）
　⑴　件数など（開示請求のなかった実施機関は掲載を省略。）

実施機関 請求件数 決定区分 そのほか全部開示 部分開示 不開示

市
長

市長公室 2 1 1 － －
総務部 7 2 5 － －
地域政策部 5 － 5 － －
財務部 3 1 2 － －
健康福祉部 47 9 26 11 1
市民生活部 4 3 1 － －
産業経済部 9 2 7 － －
都市建設部 10 9 1 － －

議会 1 － 1 － －
教育委員会 4 1 3 － －
選挙管理委員会 1 － 1 － －
監査委員 3 － 3 － －

合　計 96 28 56 11 1
※　そのほかとは、取下げ又は処理中のことをいいます。
　⑵　不開示理由

不開示該当規定 件数

第７条

第１号　法令秘情報 1
第２号　個人情報 36
第３号　法人等事業情報 29
第４号　公共安全情報 2
第５号　審議・検討・協議情報 3
第６号　事務事業情報 1

文書不存在 11
※　１件の決定で複数の理由があるものは、重複して計上

しています。
個人情報保護制度の運用状況
１　開示請求
　⑴　件数など（開示請求のなかった実施機関は掲載を省略。）

実施機関 請求件数 決定区分 そのほか全部開示 部分開示 不開示
市
長

財務部 5 1 1 3 －
市民生活部 1 1 － － －

消防長 1 1 － － －
合　計 7 3 1 3 －

　⑵　不開示理由
不開示該当規定 件数

第16条 第３号　開示請求者以外の個人情報 1
文書不存在 3
２　訂正請求　なし
３　利用停止請求　なし

利
用
し
て
く
だ
さ
い　
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度

　左記の日程は予定であり、６月11日㈪の議会運
営委員会で正式に決定します。
　会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付けてい
ます。
　なお、各委員会及び全員協議会の傍聴は、会場
の都合により７人までの人数制限があります。
　各会議の開催時間は、通常午前10時からです
が、変更になる場合がありますので事前にお問い
合わせください。
　各会議の開催時間や議事日程・議題は、事前に
市議会ホームページ「会議日程議案等・結果」に
掲載しますのでご覧ください。

問合せ　議会事務局　☎�９８００　

会期　６月18日㈪～７月３日㈫（16日間）
　６月11日㈪　議会運営委員会
　　　18日㈪　本会議　開会、提案説明
　　　　　　　（全員協議会）
　　　19日㈫　本会議　個人一般質問
　　　20日㈬　本会議　個人一般質問
　　　21日㈭　本会議　個人一般質問
　　　22日㈮　本会議　個人一般質問
　　　25日㈪　本会議　議案質疑
　　　26日㈫　総務文教委員会
　　　27日㈬　福祉環境委員会
　　　28日㈭　産業建設委員会
　　　29日㈮　予算決算委員会
　７月３日㈫　本会議　委員長報告、採決、閉会
　　　　　　　（全員協議会）議会運営委員会

情
報
公
開
制
度

　
市
が
保
有
す
る
情
報
（
公
文
書
）
に

つ
い
て
「
こ
ん
な
も
の
が
見
た
い
、
知

り
た
い
」
と
思
う
と
き
に
、
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
市
が
保
有
す
る
情
報

は
原
則
公
開
す
る
こ
と
と
、
個
人
情
報

は
最
大
限
保
護
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

公
正
で
開
か
れ
た
市
政
と
市
民
参
加
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　
個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う
た
め

に
必
要
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
と
、

市
が
保
有
す
る
自
己
に
関
す
る
個
人
情

報
の
開
示
を
請
求
し
た
り
、
誤
っ
て
い

る
場
合
に
訂
正
を
請
求
し
た
り
、
条
例

に
違
反
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に

利
用
停
止
を
請
求
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
個
人
の
権
利
利
益
を

保
護
す
る
こ
と
と
公
正
で
信
頼
さ
れ
る

市
政
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

平
成
29
年
度
（
平
成
29
年
４
月

１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日
）

の
運
用
状
況

⑴　
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
公
文
書

開
示
請
求　
　
　
　
　
　
　
96
件

⑵　
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
請

求
・
個
人
情
報
開
示
請
求　
　
　
７
件

・
個
人
情
報
訂
正
請
求　
　
　

０
件

・
個
人
情
報
利
用
停
止
請
求　

０
件

問
合
せ　
総
務
課
法
令
文
書
係

☎
�
９
１
１
１

その日浜田は江戸時代～石州浜っ子春まつり～

　市では、新たな財源の確保や市民サービスの
向上に向けて、民間企業などの自由な発想やア
イディアを活

い

かして、市が保有する財産などに
広告を掲載する企画提案を募集します。
募集する企画提案
　提案者自らが、広告主又は広告代理店となっ
て広告を掲載しようとするもの
広告掲載の対象物
　市が保有する財産など（施設・公用車・印刷
物など）
※　印刷物・消耗品などの現物提供も含みます。
企画提案できる方
・市内に営業所などがある民間企業・団体
・市内に住所がある人
広告の掲載期間　
　最長３年（月単位も可）
広告掲載料
・年額の場合　６万円以上（税込み）
・月額の場合　５千円以上（税込み）

提案方法　
　有料広告企画提案書に必要事項を記入の上、
必要書類を添付して提案してください。
※　募集要項及び企画提案書は、市役所本庁舎

２階行財政改革推進課にあります。市ホーム
ページからダウンロードもできます。

　　

※　提案に際しては、事前協議が必要です。
募集期間
　６月１日㈮～７月31日㈫
受付期間
　７月２日㈪～31日㈫
書類提出先・問合せ

行財政改革推進課行革推進係
☎�９１０１

４月29日㈷、石州浜っ子春まつりが行われました。
当日は、初参加となる浜田手づくり甲冑隊や驛鈴神

み こ し

輿を含
め、市内12団体によるまつりパレード隊や大名行列・やっこ隊
が市内をパレードしました。今年は、浜田藩とご縁のある真田
家第14代当主の眞田幸俊さんが殿様役で、観光・文化交流協定
を結ぶ三重県松阪市の山本芳敬市議会議長が家老役で、島根県
立大学の清原正義学長が奉行役で大名行列に参加され、まつり
を盛り上げました。

また、行列が通過する各商店街では、神楽などの各種催し物
や屋台が出店し、パレード見学に集まった人たちを楽しませて
いました。

浜田よさこい連美意人とよさこい橙蘭による演舞 浜田手づくり甲冑愛好会による甲冑隊 浜田市＊松阪市友好の会による驛鈴神輿

一糸乱れぬやっこ隊

６月浜田市議会定例会日程（予定）

提案型の有料広告を募集します（第２回）
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まちのわだい

石見神楽東京公演に出席しました
（４月14日）

フットサルの金山友紀選手を、浜田ＰＲ
大使に委嘱しました（４月３日）

井野地区で住民が主体となって行う公共
交通空白地有償運送が始まり、出発式に
出席しました（４月５日）

島根県立大学や専門学校などの新入生を
対象に「浜田探索ツアー」を行いました
（４月７日・８日・14日・15日）

浜田医療センター初期研修医歓迎の会に出席しました（４月５日）

地域安全推進員委嘱式に出席しました

（４月25日）
故佐々木正先生お別れの会（東京都千代
田区）に出席しました（４月26日）

浜田市母子連合会総会に出席しました
（４月21日）

れんげ保育園でこいのぼりの掲揚を行い
ました（４月21日）

ライオンズクラブ国際協会336-Ｄ地区年
次大会に出席しました（４月22日）

浜田市食生活改善推進協議会総会に出席
しました（４月25日）

浜田市観光ボランティアガイドの会総会
に出席しました（４月25日）

つつじの名所の三隅公園を散策

眞田さんの話を熱心に聴く来場者

手拍子で盛り上がる行進曲

カードの情報を見てどのように対応するか考える参加者

５月３日㈷～５日㈷、つつじ祭りが行われました。この祭り
は、中国地方屈指のつつじの名所である三隅公園で毎年行われ
ているもので、公園内に植えられた約５万本のつつじが満開を
迎え、赤や白、ピンクなどの色とりどりの花が訪れた人を楽し
ませました。

祭り会場は、地元の特産品や野菜の販売、石見神楽や紙芝居
の上演、多くの屋台が集まった屋台村などがあり、３日間で延
べ6000人を超える人出で大いににぎわいました。

４月28日㈯、真田家第14代当主による講演会が浜田公民館で
開催されました。これは、「カチューシャの唄」知音都市交流
はまだ市民ララ会が設立25周年記念事業として、知音都市交流
でご縁のある真田家第14代当主の眞田幸俊さんを招いたもの
で、120人の来場がありました。

眞田さんは、「真田家と浜田藩のご縁」と題し、真田家の歴
史や真田家から本多家に養子に入り浜田藩第９代目藩主となっ
た本多忠

た だ

盈
み つ

公のことなど浜田藩とのつながりを話されました。
来場者は、浜田とのご縁を感じながら熱心に聴いていました。

４月29日㈷、スプリングコンサート㏌はまだが石央文化ホー
ルで行われました。これは、自衛隊音楽隊の迫力ある演奏を楽
しんでもらうとともに、自衛隊に対する理解と認識を深めても
らおうと浜田地区防衛協会が毎年企画しているものです。

コンサートでは、海上自衛隊呉音楽隊のほか、浜田商業高校・
浜田高校・石見智翠館高校の各吹奏楽部により、クラシックや
行進曲など全15曲が演奏されました。最後には、呉音楽隊と高
校生による合同演奏も行われ、来場者による手拍子などで会場
は大いに盛り上がりました。

４月18日㈬、ふるさと学習会が波佐公民館で開催され、 避難
所運営ゲーム（H

ハ グ

UG）を行いました。これは、ゲームをとお
して災害時の避難所への住民の受入れや避難生活で発生する問
題への対応を学ぶために公民館が企画したものです。

ゲームでは、カードに記載された避難者の情報をもとに、避
難所での受入れを検討しました。ゲーム終了後には、困ったこ
とや悩んだことを発表し、解決策を話し合いました。参加者は、
「いつどこで災害が発生するか分からない。学んだことを生か
して災害に備えたい」と話していました。

♥Town Topics

公園を彩る5万本の花
～　つつじ祭り　～

みすみ

真田家と浜田藩のご縁
～　真田家第14代当主による講演会　～

はまだ

響け春を告げるコンサート
～　スプリングコンサート㏌はまだ　～

はまだ

ミッション！避難所を運営せよ
～　ふるさと学習会　～

かなぎ
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♥Town Topics

運転者に安全運転を呼び掛ける

飾られた長浜人形のお雛様を楽しむ子どもたち

鐘馗がデザインされたランドセルカバーを贈呈

いつもと違う雰囲気で勉強に集中

４月６日㈮、春の全国交通安全運動の街頭指導を行いました。
これは、全国交通安全運動の活動の一環として、期間中に弥栄
町内２か所で４回実施したもので、交通安全協会・地域安全推
進員・地域の団体を中心に37人が参加しました。

初日の街頭指導では、商工会や女性の会、地元の障がい者施
設の皆さんが作った啓発グッズを配布しながら、「安全運転を
お願いします。気を付けてください」などと安全運転を呼び掛
けました。

３月28日㈬、今市ひなまつり会が今市公民館で開催されまし
た。これは、ひなまつりをとおして地域の子どもたちとの交流
を深めてもらおうと、今市公民館と今市児童クラブが企画した
ものです。

当日は、昔懐かしい長浜人形や子どもたちが作った折り紙の
お雛様などが展示され、訪れた人の目を引いていました。来場
者は、会場で振る舞われたひなまつりちらし寿司や団子汁など
を地域の子どもたちと一緒に食べながら雛人形を眺めたり、お
しゃべりをしたりと楽しいひと時を過ごしました。

４月５日㈭、防犯ホイッスル・ランドセルカバーの贈呈式が
浜田公民館で行われました。これは、小学校新１年生の通学の
安全に役立ててもらおうと浜田ライオンズクラブ・浜田青少年
健全育成推進会議・浜田市少年補導委員連絡会・浜田市交通安
全協会が防犯・交通安全グッズを毎年贈呈しているものです。

式では、新１年生を代表して美川小学校の島尾和真さんと山
田愛澄さんがそれぞれの団体から防犯ホイッスルやランドセル
カバーなどを受け取りました。今回贈呈されたグッズは、市内
の新入生425人に配られました。

３月28日㈬～30日㈮、やさか塾春合宿がふるさと体験村で開
催されました。これは、学校以外で学習する場が不足している
ことから、「いつもと違う環境で、いつもと違う学習を、集中
的に経験し新学期に備える」を目的に、中学校１年生・２年生
を対象にして安城まちづくり推進委員会が企画したものです。

合宿では、インターネットを活用したｅラーニングによる学
習を取り入れ、数学と英語の復習を行いました。サポートとし
て参加した島根県立大学の学生に教えてもらいながら、中学生
たちは熱心に勉強しました。

はりも山公園で春の味と神楽を楽しむ

風情あふれる会場でお手前を披露する中学生

地元の産品や地元食材を使った屋台が軒を連ねる

桜と雪が舞い散るなかでのフラダンス

４月15日㈰、はりも山の自然を食う会がはりも山公園で開催
されました。この催しは、針藻山で景色を眺めながら地元で採
れた春の味覚をみんなで味わおうと、はりも山の自然を食う実
行委員会が企画し毎年行っているものです。

当日は、針藻山で採れたタラの芽やユキノシタなどの山菜を
ふんだんに使った天ぷらそばや餅などの販売のほか、地元の子
ども神楽や丸太をチェーンソーを使って彫刻をしていくチェン
ソーカービングの実演が行われました。会場に訪れた多くの来
場者は、春の味覚を味わいながらイベントを楽しみました。

４月14日㈯、夜桜茶会が今福公民館で行われ、約250人が来
場しました。この茶会は、野点の雰囲気を地区内外の人に楽し
んでもらおうと、公民館や地域の茶道愛好者でつくる「茶楽の
会」とボランティアの皆さんが毎年開催しているものです。

会場では、桜や菜の花、竹の子、鯉の泳ぐ池の配置などいた
るところに工夫が施され、春の心地よい雰囲気の中で野点の作
法による抹茶が振る舞われました。来場者は、「今年の会場も
本当に良かった」「来年もこの会場に来られるよう元気でいた
い」と和やかに話していました。

４月15日㈰、まちなかキャンパス・BUY浜田昼市が紺屋町
ロータリーで行われました。これは、島根県立大学生と市民の
交流の場を作るとともに、BUY浜田運動を推進するために学
生を中心としたまちなかキャンパス実行委員会と「BUY浜田
運動」推進委員会が共同で企画したものです。

当日は、学生によるステージ発表や模擬店、地元産品や地元
食材を使ったグルメを販売する屋台などが出店されました。会
場は、学生のはつらつとしたステージやおいしいグルメを楽し
む多くの来場者で大いに盛り上がりました。

４月７日㈯、旭温泉さくら祭りが旭温泉あさひ荘で行われま
した。これは、旭温泉を盛り上げようと旭温泉さくら祭り実行
委員会が桜の咲くこの時期に毎年開催しているものです。

今年は、「春のものづくり」をテーマに石見地域の各企業の
出店のほかインド茜を使った染物体験、石見焼のろくろ体験、
ストラップの作成などが行われました。野外ステージでは桜と
雪が舞い散る幻想的な雰囲気の中、フラダンスやタヒチダンス
が披露され、来場者は祭りのイベントを楽しみました。

♥Town Topics

みんなで守ろう交通安全
～　春の全国交通安全運動　街頭指導　～

やさか

地域の子どもとひなまつり
～　今市ひなまつり会　～

あさひ

新1年生の登下校を安全に
～　防犯ホイッスル・ランドセルカバーの贈呈式　～

はまだ

春休み返上！勉強合宿やさか塾
～　やさか塾春合宿　～

やさか

地元の旬の味を楽しんで
～　はりも山の自然を食う会　～

みすみ

野点の風情を楽しむ
～　夜桜茶会　～

かなぎ

まちのなかの小さな学園祭
～　まちなかキャンパス・BUY浜田昼市　～

はまだ

桜が彩る旭温泉
～　旭温泉さくら祭り　～

あさひ
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安
心

生
活・環
境

住
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産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
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保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

　
昨
年
度
は
平
成
28
年
度
に
比
べ
て

被
害
件
数
、
被
害
総
額
と
も
大
幅
に

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
詐
欺
と
思
わ

れ
る
不
審
電
話
は
多
数
か
か
っ
て
き

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
詐
欺
電
話
に

対
す
る
警
戒
意
識
を
高
め
被
害
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

詐
欺
の
手
口

○
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
さ
せ
、
そ
の

Ｉ
Ｄ
（
カ
ー
ド
番
号
）
を
電
話
や

メ
ー
ル
な
ど
で
知
ら
せ
る
よ
う
要

求
す
る
と
い
う
手
口
が
増
え
て
い

ま
す
。
Ｉ
Ｄ
番
号
を
教
え
る
こ
と

は
相
手
に
カ
ー
ド
の
金
額
を
渡
す

こ
と
と
同
じ
で
す
。

○
市
役
所
や
警
察
な
ど
の
公
的
機
関

の
職
員
を
名
乗
り
、「
医
療
保
険

料
の
過
払
い
金
を
返
す
の
で
、
今

す
ぐ
携
帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ

へ
行
け
」
や
「
口
座
番
号
が
不
正

に
使
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
話
を

し
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
詐
欺
電
話
」
と
思

わ
れ
る
不
審
電
話
が
市
内
で
も
相
次

い
で
い
ま
す
。
特
殊
詐
欺
の
手
口
は

様
々
で
、
言
葉
巧
み
に
お
金
を
だ
ま

し
取
ろ
う
と
し
ま
す
。「
自
分
だ
け

は
大
丈
夫
」
と
い
う
油
断
は
禁
物
で

す
。

詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
次
の

こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

●
電
話
や
メ
ー
ル
で
お
金
の
話
が
出

た
ら
「
詐
欺
」
の
可
能
性
を
疑
い

ま
し
ょ
う
。

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
お
金
の
還
付
は
で
き
ま

せ
ん
。
携
帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ

Ｍ
へ
行
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
ら
詐

欺
で
す
。

●
お
金
に
関
す
る
電
話
な
ど
が
あ
っ

た
と
き
は
、一
人
で
考
え
ず
に
い
っ

た
ん
電
話
を
切
り
家
族
や
友
人
、

警
察
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
留
守
番
電
話
に
設
定
し
て
お
く
こ

と
も
有
効
で
す
。

●
周
囲
に
も
注
意
を
呼
び
か
け
、
詐

欺
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

平
成
29
年
の
市
内
で
の
特
殊
詐
欺
の

被
害
状
況

被
害
件
数　
３
件（
前
年
比
７
件
減
）

被
害
総
額　
約
２
５
０
万
円

（
前
年
比
約
６
２
８
５
万
円
減
）

問
合
せ　
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係　
☎
�
９
１
２
２

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定

制
度
と
は
？

　
こ
の
制
度
は
、
適
切
な
応
急
手
当

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
有
す

る
事
業
所
な
ど
を
「
ま
ち
か
ど
救
急

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
認
定
し
、

こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
で
重
篤
な
傷

病
者
が
発
生
し
た
際
の
救
命
率
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
社
会
貢

献
を
高
く
評
価
し
、
地
域
に
お
け
る

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
認

定
さ
れ
た
事
業
所
と
は
？

　
本
制
度
の
主
旨
に
同
意
し
協
力
を

し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所
で
、
次
の

３
つ
の
項
目
を
満
た
し
て
い
る
事
業

所
に
認
定
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

①
誰
も
が
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る

こ
と
。

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
常
時
使
用
可
能
な
状
態

に
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

③
救
命
講
習
な
ど
を
修
了
し
た
従
業

員
な
ど
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

・
杉
の
森
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
た
ん
ぽ
ぽ

の
里　

・
島
根
県
立
石
見
武
道
館

・
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田　
　
　

・
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

・
浜
田
市
東
公
園
運
動
施
設　
　
　

・
島
根
日
産
自
動
車
㈱
浜
田
店　
　

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
ざ
の
里

・
㈱
オ
ー
ト
パ
ル
み
ど
り
本
社

・
㈱
オ
ー
ト
パ
ル
み
ど
り
浜
田
営
業

所
※　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
浜
田
市
消
防

本
部
警
防
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
消
防
本
部
警
防
課
救
急
救

助
係　
☎
�
５
１
６
７

認定した事業所には、
表示証が提示されています

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定

事
業
所
を
拡
充
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
４
月
に
新
た
に
18
事
業

所
を
認
定
し
、
全
部
で
１
２
５
事
業

所
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
認
定
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
認
定
さ
れ
た
事
業
所
を
含
め
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
認
定
事
業
所
の
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内
各
所
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
配
置
場
所
の
地
図
も
随
時
更
新

し
て
い
ま
す
。

新
た
に
認
定
さ
れ
た
18
事
業
所

（
順
不
同
）

・
リ
フ
レ
パ
ー
ク
き
ん
た
の
里

・
今
井
産
業
㈱
浜
田
支
店

・
社
会
福
祉
法
人
い
わ
み
福
祉
会

ワ
ー
ク
く
わ
の
木
熱
田
事
業
所

・
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
絆

・
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

・
石
央
文
化
ホ
ー
ル

・
石
王
観
光
㈱

・
社
会
福
祉
法
人
浜
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
三
隅
支
所
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
み
す
み
荘

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に

設
置
し
て
あ
る
ご
み
箱
に
、
家
庭
ご

み
を
持
ち
込
む
行
為
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
市
で
は
、
家
庭
ご
み
の
持
ち
込

み
を
抑
止
す
る
た
め
の
警
告
ス
テ
ッ

カ
ー
を
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
ご
み
は
、
排
出
者
が
責
任
を
持
っ

て
、
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
い

正
し
く
分
別
し
、
決
め
ら
れ
た
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。

違
反
を
し
た
人
に
対
し
て
は
、
５
年

以
下
の
懲
役
又
は
１
０
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係　
☎
�
９
４
３
０

６月側溝消毒予定表
日 曜 場所
４ 月 長浜町１～８
５ 火 日脚町２～６・８・９、周布町
６ 水 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
７ 木 唐鐘１～９
11 月 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・

８
12 火 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
13 水 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６・

８
14 木 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
18 月 殿町１～５、田町２～５
19 火 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
20 水 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町

２～５
21 木 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
25 月 蛭子町、栄町、片庭町
26 火 港町１～４
27 水 京町、高田町、清水町、真光町
28 木 原町、瀬戸見町、元浜町
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実

施することがあります。
　　　（環境課くらしと環境係　☎�９４２０）

クールチョイス

　夏本番も目前。クーラーの効いた部屋で過ごす
のもいいですが、たまには外に出てのんびりと輝
く星を眺めてみてはいかがでしょう。
　「CO₂削減ライトダウンキャンペーン」は、ラ
イトアップ施設や家庭の照明などを消して、電力
量を削減し、地球環境について考える取組です。
今年は６月21日㈭から７月７日㈯まで実施されま
す。
　６月21日（夏至の日）と７月７日（クールアー
ス・デー）は特別実施日として設定しています。
午後８時から10時までの間、全国のライトアップ
施設や各家庭の照明などの一斉消灯を呼び掛け、
削減電力量を集計します。

　スローガンは「ライトダウンする夜は、
みんなが地球を想う夜」です。身近な明か
りを消して、夜空を眺めながら家族や同
僚、友人たちと地球温暖化について一緒に
考えてみませんか。
　詳しくはホームページをご覧ください。

　
業
務
（
営
業
用
）
に
使
用
し
て
い

る
計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
ペ
ー
ジ

の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
検

査
を
受
け
て
合
格
シ
ー
ル
を
貼
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
検
査
を
受
け
な
い
で
商
行
為
・
証

明
行
為
を
行
う
と
、
50
万
円
以
下
の

罰
金
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
食
品
製
造
業
・
水
産
加
工
製

造
業
・
病
院
・
薬
局
・
学
校
・
幼

稚
園
・
保
育
所
（
園
）
な
ど
で
使

用
し
て
い
る「
は
か
り
」「
体
重
計
」

持
参
す
る
も
の　

・
印
鑑

・
手
数
料
（
計
量
器
の
種
類
に
よ
っ

て
、
１
台
に
つ
き
２
５
０
円
か
ら

３
１
０
０
円
か
か
り
ま
す
。
一
部

で
手
数
料
が
２
倍
に
な
る
も
の
が

あ
り
ま
す
）

※　
検
査
対
象
外
の
計
量
器
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
県
商
工
政
策
課
計
量
グ
ル

ー
プ　
☎
０
８
５
２
�
６
６
２
７

計
量
器
の
定
期
検
査
日
程
表
は
、
次

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新たに認定された事業所

問合せ　環境課くらしと環境係
☎�９４２０

警告ステッカー

安
全
安
心

詐
欺
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

認
定
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す

生
活
・
環
境

家
庭
ご
み
の
持
込
み
は
違
法

行
為
で
す

CO₂削減ライトダウンキャンペーン
にご協力ください

産

業

地
域
活
性
化

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い

は
か
り
の
定
期
検
査
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

計量器の定期検査日程
日時 場所 対象地区

金
城

６月４日㈪ 13:30～15:00 今福公民館 今福・宇津井・久佐・入野・追原
15:30～16:00 小国公民館 小国

６月５日㈫ 10:00～10:30 みどりかいかん 上来原・下来原・七条
11:00～12:00 波佐公民館 波佐・長田

旭
６月５日㈫

13:30～14:00 都川高齢者活動促進センター 都川
14:30～15:00 市木生活改善センター 市木・来尾
15:30～16:00 木田生活改善センター 木田・山ノ内

６月６日㈬ 　9:30～10:00 重富生活改善センター 和田・重富・本郷
10:30～12:00 市役所旭支所 坂本・今市・丸原

三
隅 ６月12日㈫

　9:30～10:00 岡見公民館 岡見
10:30～11:30 三保公民館 古市場・湊浦・西河内・折居・東平原
13:00～15:00 三隅公民館 三隅・向野田・河内・下古和・上古和・井川・黒沢・矢原
15:30～16:00 井野公民館 井野・室谷・芦谷

弥
栄 ６月13日㈬ 　9:30～11:00 市役所弥栄支所 稲代・大坪・小坂・門田・高内・栃木・長安本郷・程原・三里

11:30～12:00 老人福祉センター 木都賀・田野原・野坂

浜
田

７月２日㈪ 13:00～15:00 国府公民館 下府町・国分町

７月３日㈫
10:00～12:00 市役所第２東分庁舎 外ノ浦町・松原町・殿町・朝日町・牛市町・琵琶町・竹迫町・杉戸町
13:30～14:30 JAいわみ中央上府事業所 下有福町・大金町・宇野町・上府町
15:00～16:00 歯科医師会西部会館 久代町

７月４日㈬ 10:00～15:00 石見公民館 長沢町・生湯町・相生町・河内町・高佐町・黒川町・浅井町・桜ケ丘町内・
野原町・十文字原町内・長見町・後野町・三階町・佐野町・宇津井町

７月５日㈭ 10:00～12:00 長浜公民館 熱田町・長浜町

７月10日㈫
10:00～12:00 浜田魚商協同組合 浜田魚商協同組合・お魚センター内業者

13:30～15:30 周布公民館 西村町・折居町・周布町・日脚町・治和町・津摩町・吉地町・穂出町・鍋石町・
櫟田原町・田橋町・横山町・内田町・内村町・中場町内・羽原町内

７月11日㈬ 10:00～16:00 浜田合同庁舎 瀬戸ケ島町・港町・片庭町・高田町・大辻町・元浜町・清水町・
原町・真光町・瀬戸見町・栄町・京町・天満町・蛭子町

７月12日㈭ 10:00～16:00 市役所第２東分庁舎 田町・紺屋町・新町・錦町・笠柄町・原井町及び市内全域
７月13日㈮ 10:00～12:00 市役所第２東分庁舎 市内全域
７月31日㈫ 10:00～12:00 西部計量検査所（下府町）500㎏以上の大型はかり（特定業者）

※　指定場所で検査を受け忘れた人や都合により対象区域で検査を受けられない人は、最寄の検査場所又は市役
所での検査日に必ず受けてください。

　
公
道
沿
い
に
生
垣
や
花
壇
、
庭
園

な
ど
を
設
置
し
た
り
、
公
道
沿
い
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
除
去
し
た
り
す

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
市
街
地
の
緑
豊
か
な

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、
自
然
と
共

生
す
る
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

や
、
魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
広
が
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

対
象　

都
市
計
画
法
で
指
定
さ
れ

た
、
用
途
地
域
内
に
あ
る
幅
員

１
・
８
ｍ
以
上
の
公
道
に
接
す
る

対象経費 基準額

生垣の植栽（１列植え）
に要する経費

樹高0.5ｍ未満 １ｍあたり2,000円
樹高0.5ｍ以上
1.0ｍ未満 １ｍあたり2,800円
樹高1.0ｍ以上 １ｍあたり5,400円
玉物 １ｍあたり3,700円

生垣の植栽（寄植え）に要
する経費

樹高0.5ｍ未満 １㎡あたり6,800円
樹高0.5ｍ以上 １㎡あたり9,200円
玉物 １㎡あたり9,500円

花壇の植栽に要する経費 １㎡あたり6,700円

庭園の植栽に要する経費
申請者から提出された見積書・支払
明細書などにより、市が算定した額
の１／２の額

コンクリートブロック塀の
除去に要する経費（基礎取
壊し及び発生材の処分に要
する経費を含む。）

１ｍあたり3,700円

板塀・フェンスなどの除去
に要する経費（基礎取壊し
及び発生材の処分に要する
経費を含む。）

１ｍあたり1,100円

上記に該当しないもので市
長が必要と認めるもの

実情に応じて市が算定した額の１／
２の額

※　基準額は、消費税及び地方消費税が含まれた額とします。
※　補助金額の上限は10万円です。

　
平
成
30
年
度
所
得
・
課
税
証
明
書

（
平
成
29
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の

所
得
の
証
明
）
を
発
行
し
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
し
た
場
合
は
、

窓
口
で
取
得
す
る
よ
り
も
、
手
数
料

が
１
０
０
円
お
得
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
取
得
で
き
る
の
は
、
平
成

30
年
１
月
１
日
現
在
、
浜
田
市
に
お

住
ま
い
の
人
の
所
得
・
課
税
証
明
書

と
な
り
ま
す
。

発
行
開
始
日　
６
月
１
日
㈮
～

窓
口
で
の
発
行

発
行
窓
口

①
市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
課

②
市
役
所
本
庁
舎
２
階
税
務
課

③
各
支
所
市
民
福
祉
課

④
行
政
窓
口
の
あ
る
公
民
館

時
間　

①
～
③
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
。）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分

④
行
政
窓
口
の
あ
る
各
公
民
館
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

手
数
料　
１
通
３
０
０
円

必
要
な
も
の

・
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
委
任
状
（
代
理
人
が
申
請
す
る
場

合
）

コ
ン
ビ
ニ
で
の
発
行

利
用
で
き
る
店
舗

全
国
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
（
ロ
ー
ソ
ン
・
ポ
プ
ラ

を
含
む
）、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク

ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

※　
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が
設
置
し
て

あ
る
店
舗
の
み
と
な
り
ま
す
。

時
間　
午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時

（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
・
保
守

点
検
日
な
ど
を
除
く
。）

手
数
料　
１
通
２
０
０
円

必
要
な
も
の　
個
人
番
号
カ
ー
ド
又

は
証
明
書
自
動
交
付
機
能
付
き
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

※　
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
本
人
の

み
取
得
可
能
で
す
。

問
合
せ　
税
務
課
税
制
係

☎
�
９
２
３
０

敷
地
、
又
は
建
築
協
定
で
事
業
の

目
的
に
沿
っ
た
協
定
が
締
結
さ
れ

て
い
る
敷
地
で
、
建
築
行
為
が
伴

う
場
合
に
お
い
て
施
工
さ
れ
る
生

垣
な
ど

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
な

図
面
や
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。　

※　
申
請
書
は
、
市
役
所
北
分
庁
舎

建
築
住
宅
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
建
築
住
宅
課
指
導
係

　
☎
�
９
６
３
２

　
市
民
税
県
民
税
の
納
税
通
知
書
と

国
民
健
康
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を

６
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　
市
民
税
県
民
税
が
給
与
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
人
に
は
勤
務
先
を
通
じ
て

届
け
ま
す
。

問
合
せ　
税
務
課
市
民
税
係

☎
�
９
２
３
１

　
市
民
税
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険

料
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

期
間　
６
月
14
日
㈭
～
29
日
㈮

（
土
・
日
を
除
く
。）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　
市
役
所
第
２
東
分
庁
舎
１
階

※　
各
支
所
市
民
福
祉
課
で
も
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ　
税
務
課
市
民
税
係

☎
�
９
２
３
１

国
民
健
康
保
険
料

　
リ
ス
ト
ラ
や
事
業
不
振
な
ど
に
よ

り
、
本
年
（
平
成
30
年
）
中
の
所
得

の
見
込
み
額
が
前
年
（
平
成
29
年
）

中
の
所
得
に
比
べ
て
激
減
し
て
い
る

な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
場
合
は
、
保
険
料
を
減
額
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
世
帯
主
と
国
保
加
入
者
の

市
民
税
が
非
課
税
で
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
23
歳
未

満
の
国
保
加
入
者
の
均
等
割
額
を
全

額
減
額
し
ま
す
。
対
象
と
見
込
ま
れ

る
世
帯
に
は
、
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。

問
合
せ　
税
務
課
市
民
税
係

☎
�
９
２
３
１

市
民
税
県
民
税

　
疾
病
・
失
業
・
廃
業
・
事
業
の
不

振
な
ど
に
よ
り
、
生
活
が
困
窮
し
、

納
税
が
困
難
な
人
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
市
民
税
県

民
税
を
減
額
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

問
合
せ　
税
務
課
市
民
税
係

☎
�
９
２
３
２

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
毎
年
６
月
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。
現
況
届
は
、
毎
年
６
月

１
日
現
在
の
状
況
を
記
載
し
、
児
童

手
当
の
受
給
資
格
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
こ
の
届
出
が
な
い

と
、
６
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。
期
限
内
に
必
ず
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

６
月
１
日
㈮
～
７
月
２
日
㈪

※　
受
給
中
の
人
に
は
６
月
上
旬
に

案
内
を
送
付
し
ま
す
。

※　

窓
口
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類

⑴　
受
給
者
本
人
の
健
康
保
険
証
の

写
し

※　
国
民
年
金
加
入
者
は
、
提
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑵　
そ
の
ほ
か
、
状
況
に
よ
り
別
途

提
出
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

提
出
先
・
問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
相
談

係　
☎
�
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

生
垣
・
花
壇
・
庭
園
の
植
栽

な
ど
に
補
助
し
ま
す

税
務
・
納
税

平
成
30
年
度
所
得
・
課
税
証

明
書
を
発
行
し
ま
す

市
民
税
県
民
税
と
国
民
健
康

保
険
料
の
納
税
・
決
定
通
知

書
を
発
行
し
ま
す

市
民
税
県
民
税
と
国
民
健
康

保
険
料
の
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
す

減
免
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す

子

育

て

児
童
手
当
の
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

特
定
健
康
診
査
（
健
康
診
査
）

　
年
に
１
度
は
体
の
点
検
を
行
い
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見
を

し
ま
し
ょ
う
。
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
人
は
、
加
入
す
る
医
療
保
険
者
が

実
施
す
る
特
定
健
康
診
査
を
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
は
、
島
根

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
実

施
す
る
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

健
診
の
受
診
方
法

⑴　
対
象
と
な
る
人
に
は
、
特
定
健

康
診
査
（
健
康
診
査
）
受
診
券
が

医
療
保
険
者
か
ら
届
き
ま
す
。
た

だ
し
、
次
の
人
に
は
受
診
券
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
今
年

度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受

診
予
定
の
人

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
で

脳
ド
ッ
ク
を
受
診
予
定
の
人

③
特
定
保
健
指
導
を
受
け
て
い
る
人

⑵　
送
付
さ
れ
た
受
診
券
や
案
内
を

確
認
し
、
指
定
の
医
療
機
関
や
集

団
健
康
診
査
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

持
参
す
る
も
の　
受
診
券
・
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

※　
健
康
手
帳
・
前
年
度
の
受
診
結

果
票
が
あ
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

自
己
負
担
金 

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

※　
こ
の
ほ
か
は
加
入
す
る
医
療
保

険
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　
加
入
す
る
医
療
保
険
や
個
人

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
検
診

　
血
液
検
査
で
簡
単
に
わ
か
る
検
査

で
す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
る
50

歳
以
上
の
男
性

持
参
す
る
も
の　
健
康
手
帳
が
あ
れ

ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
金　
無
料　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　
肝
が
ん
や
肝
硬
変
の
予
防
を
推
進

す
る
た
め
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

実
施
し
ま
す
。
一
生
涯
で
１
回
受
け

れ
ば
い
い
検
査
で
す
。
血
液
検
査
に

よ
り
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
と

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
２
種
類

の
検
査
を
行
い
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
り
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
受
診
券
が
送

付
さ
れ
た
人
で
、
過
去
に
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
人

持
参
す
る
も
の　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
受
診
券
・
健
康
手
帳
が
あ
れ
ば

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
金　
無
料

※　
健
康
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
医
療
機
関
又
は
市
役
所
東
分

庁
舎
地
域
医
療
対
策
課
・
各
支
所

市
民
福
祉
課
の
窓
口
で
配
布
し
ま

す
。

問
合
せ　
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係　
☎
�
９
３
１
１

特定健診（健康診査）・前立腺がん・肝炎ウイルス検診受託医療機関一覧表
医療機関名 住所 電話番号 予約 医療機関名 住所 電話番号 予約

池田泌尿器科皮膚科医院 朝日町 �５３５３ ◎ 西川胃腸科内科医院 相生町 �０１００
大石内科医院 黒川町 �０３１３ 西川病院（注２） 港町 �２３９０ ◎
大橋整形外科医院 長沢町 �２１５０ 能美クリニック 天満町 �３２３１
岡本胃腸科内科医院 長沢町 �５５５５ 真鍋医院 国分町 �００３１
沖田内科医院 蛭子町 �０７６７ 丸山内科クリニック 相生町 �１１１５
沖田医院 殿町 �１５５５ 都医院 治和町 �０１００
笠田医院 牛市町 �１６２１ 彌重内科眼科医院 高田町 �１５２７ ◎
小池医院 日脚町 �１０２０ ◎ やすぎクリニック 下府町 �１９１１ ◎
国民健康保険大麻診療所 西村町 �００１４ ◎ 山根病院 熱田町 �０６８８
斎藤医院 朝日町 �０２２８ ◎ 金城沖田医院　 金城町七条 �１８００
さかね内科 殿町 �２２３４ 国民健康保険波佐診療所 金城町波佐 �０００１ ◎
さわだこどもクリニック（注１） 国分町 �３７７７ 国民健康保険あさひ診療所 旭町丸原 �０００２ ◎
島田病院 殿町 �２５１１ ○ 酒井外科内科医院 旭町今市 �０２２２ ◎
心療内科田中クリニック（注１） 長沢町 �１６５０ 国民健康保険弥栄診療所 弥栄町木都賀 �５００１ ◎
中村医院 片庭町 �１１８３ 寺井医院（注３） 三隅町三隅 �００３８
中村胃腸科内科医院 笠柄町 �８０００ 中村医院（注４） 三隅町三隅 �００２１
中村呼吸器内科医院 内村町 �４５９３ ◎ 野上医院 三隅町三隅 �００３１
中村整形外科 殿町 �３３２５ ◎ 山根病院三隅分院 三隅町岡見 �４３４３ ◎
※　（注１）…前立腺がん検診・肝炎ウイルス検診のみ実施　（注２）…通院患者のみ実施　
　　（注３）…特定健診については午前中のみ実施　（注４）…午前中のみ実施
※　予約欄の◎は全ての健（検）診で予約が必要です。○は前立腺がん検診・肝炎ウイルス検診で予約が必要です。

 （裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号
⑥加入健康保険
⑦受診希望日時・会場名

 （表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市地域医療対策課

「巡回人間ドック」係

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人及

びクーポン券が送付された人

【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内健診センター

☎�７７００
申込受付時間　14:00～16:00

実施期間
平成31年２月28日㈭まで
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社　☎�７４４２

実施日 受付時間 会　場

浜
田

６月13日㈬ 　9:00～11:30 浜田保健所13:00～15:00

６月14日㈭ 9:00～11:30 美川公民館
13:30～15:00 浜田公民館

６月26日㈫ 9:00～11:30 石見公民館
13:30～15:30 長浜公民館

６月27日㈬ 9:00～11:30 国府公民館13:00～15:00
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）

を受けられません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

胃がん検診（予約必要）　対象　40歳以上
申込先　島根県環境保健公社　☎�７４４２

実施日 受付時間 会　場
浜
田

６月10日㈰
（休日検診）

8:00～11:00 石見公民館
13:00～14:00 浜田市役所第２東分庁舎

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。
２時間前までは、コップ１杯程度の飲水は可能です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメ
ン・ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
対象　20歳以上49歳までの女性
※　HPV検査の結果により受診間隔に違いがあります。

実施期間 平成31年２月28日㈭まで

実施場所

江木医院　☎�１１８１（予約不要）
浜田医療センター内　健診センター
☎�７７００（要予約）
予約受付時間　14:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　　9:00～　9:30
検査時間　10:00～

肺がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

浜
田

６月10日㈰
（休日検診）

8:00～11:00 石見公民館
13:00～14:00 浜田市役所第２東分庁舎

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
に
受
診
希

望
者
の
①
住
所
、
②
氏
名
、
③
性

別
、
④
生
年
月
日
、
⑤
日
中
連
絡

先
電
話
番
号
、
⑥
加
入
健
康
保

険
、
⑦
受
診
希
望
日
時
・
会
場
名

（
第
１
希
望
日
・
第
２
希
望
日
、

希
望
時
間
は
、
午
前
・
午
後
・
い

つ
で
も
可
の
い
ず
れ
か
）
を
必
ず

記
入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い

（
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

※　
希
望
日
時
に
添
え
な
い
場
合
や

応
募
が
少
な
い
場
合
は
、
計
画
変

更
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※　
は
が
き
１
枚
で
１
人
の
申
込
み

と
し
ま
す
。

※　
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　
浜

田
市
殿
町
１
番
地　
浜
田
市
地
域

医
療
対
策
課
「
巡
回
人
間
ド
ッ

ク
」
係 

は
が
き
の
記
入
例

申
込
期
間　
６
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

必
着

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ　

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。
抽
選
結
果
は
、
６
月

下
旬
に
全
員
へ
通
知
し
ま
す
。 

問
合
せ　
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係　
☎
�
９
３
１
１

期
間　
６
月
１
日
㈮
～
11
月
30
日
㈮

場
所　
受
託
医
療
機
関
（
次
ペ
ー
ジ

一
覧
表
の
と
お
り
）

※　
浜
田
自
治
区
以
外
で
従
来
実
施

し
て
い
た
「
集
団
健
康
診
査
」
は

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

実施日・会場
実施日 会　場

７月31日㈫ 三隅保健センター
８月１日㈬ 岡見漁業振興会館
８月２日㈭ みのり会館（三隅町）
８月29日㈬ 市役所弥栄支所
８月30日㈭ 都川高齢者活動促進センター
８月31日㈮ 旭保健センター
９月12日㈬～14日㈮ 総合福祉センター
９月19日㈬～21日㈮ ふれあいジム・かなぎ

　
市
で
は
、
健
康
の
保
持
増
進
と
病

気
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
、
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
機
会
の
な
い

人
に
巡
回
健
診
車
で
受
診
す
る
「
巡

回
人
間
ド
ッ
ク
」
を
行
い
ま
す
。
短

時
間
（
約
１
時
間
）
で
、
い
ろ
い
ろ

な
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
20
歳
か
ら
74
歳
ま
で
（
昭
和
19
年

４
月
１
日
～
平
成
11
年
３
月
31
日

生
ま
れ
）
の
浜
田
市
に
住
民
票
が

あ
る
人

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

③
ほ
か
の
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
診
し
な

い
人
及
び
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検

診
の
助
成
を
受
け
な
い
人

定
員　
各
会
場
25
人

検
査
委
託
機
関　
Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連

検
査
項
目　

身
体
測
定
・
血
圧
測

定
・
血
液
検
査
・
心
電
図
・
胃
部

バ
リ
ウ
ム
検
査
・
胸
部
Ｘ
線
検

査
・
腹
部
超
音
波
検
査
・
便
潜
血

検
査
・
前
立
腺
が
ん
検
診　
な
ど

自
己
負
担
金　
８
０
０
０
円

※　
受
診
日
当
日
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　７月以降のがん検診日程は、「平成30年度各種健
（検）診日程表」をご覧ください。
　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種が
ん検診を、無料で受診することができます。がん検
診受診の際は、本人確認ができるもの（健康保険証・
運転免許証など）をご持参ください。
※　年度内に同じ検診を複数回受診される場合は、

２回目以降全額負担となります。

６月各種がん検診の日程

問合せ　地域医療対策課保健予防係　☎�９３１１

特
定
健
康
診
査（
健
康
診
査
）・

前
立
腺
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
を
実
施
し
ま
す

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

巡
回
人
間
ド
ッ
ク

健
康
・
福
祉
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食 育 コラムコラム
安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

0 20 40 60 80 100

欠食・欠食することがある毎日食べる

女性（20～ 39歳）

男性（20～ 39歳）

中学校 1年生

小学校 4年生

年中児（5歳児）

（％）

89.5 10.5

87.0 13.0

86.0 14.0

80.5 19.5

82.5 17.5

今年度の重点目標「元気な浜田は朝ごはん」から
～朝ごはん摂取率100％を目指します！～
　市では、第３次浜田市食育推進計画を策定し、全
ての市民の皆さんが食に関する知識と食を選択する
力を習得し、健全で心豊かな食生活が実践できるよ
う、関係団体と連携して取組を推進します。
　食育推進計画策定のために実施したアンケート調
査では、特に若い年代での朝ごはんの欠食が目立ち
ました。一日の始まりでもある朝ごはんをしっかり
食べることは、生活リズムを整え、健全な食習慣づ
くりにつながります。子どもから大人まで全ての年
代を通じて、「元気な浜田は朝ごはんから」を合い
言葉に、朝ごはん摂取率100％を目指し、取り組ん
でいきます。 問合せ　地域医療対策課保健予防係　☎�９３１１

　
75
歳
頃
か
ら
歯
が
な
く
な
る
こ
と

に
よ
り
、
噛か

む
力
や
食
べ
る
力
が
低

下
し
て
き
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
「
い

き
い
き
」
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

も
、
歯
科
口
腔
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

対
象　
76
～
85
歳
（
昭
和
８
年
４
月

２
日
～
昭
和
18
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
の
市
民

※　
病
院
・
施
設
な
ど
に
入
院
・
入

所
し
て
い
る
人
、
ほ
か
の
保
健
事

業
の
歯
科
口
腔
健
診
を
受
け
ら
れ

た
人
は
対
象
外
で
す
。

実
施
期
間　
６
月
１
日
㈮
～
11
月
30

日
㈮

実
施
場
所　
市
内
の
実
施
歯
科
医
院

※　
こ
の
ほ
か
県
内
実
施
歯
科
医
院

で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※　
事
前
に
受
診
す
る
歯
科
医
院
へ

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
内
容　
歯
や
歯
肉
な
ど
口
の
中

の
状
態
や
飲
み
込
み
な
ど
の
機
能

を
、
問
診
や
歯
科
医
に
よ
る
診
察

な
ど
で
調
べ
ま
す
。

回
数　
１
回

受
診
費
用　
無
料

持
っ
て
い
く
も
の　
受
診
券
（
対
象

者
に
送
付
し
ま
す
）・
島
根
県
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

問
合
せ　

受
診
券
に
つ
い
て

・
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

　
☎
�
９
４
１
２

健
診
内
容
に
つ
い
て

・
健
康
長
寿
課
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

係　
☎
�
９
３
２
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　
平
成
30
年
度
か
ら
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
及
び
健
康
維
持
の
意
欲
の
向

上
を
目
的
に
、
日
帰
り
入
浴
施
設
で

利
用
で
き
る
敬
老
入
浴
券
を
贈
呈
し

ま
す
。

　
入
浴
券
は
、
次
の
条
件
全
て
に
該

当
す
る
人
へ
直
接
郵
送
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

該
当
条
件

・
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、
浜
田

市
に
住
民
票
が
あ
り
70
歳
以
上
の

介
護
保
険
被
保
険
者

・
平
成
30
年
３
月
31
日
現
在
、
平
成

29
年
中
の
介
護
保
険
料
に
滞
納
が

な
く
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
な
い
人

入
浴
券　
市
内
の
日
帰
り
入
浴
施
設

及
び
有
福
温
泉
外
湯
が
６
回
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

※　
詳
し
く
は
お
送
り
す
る
入
浴
券

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
健
康
長
寿
課
高
齢
者
福
祉

係　
☎
�
９
３
２
０

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
戦
闘
地
や

遺
骨
収
集
の
で
き
な
い
海
上
で
の
戦

没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、
慰
霊
巡
拝

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象

・
慰
霊
巡
拝
を
行
う
地
域
で
の
戦
没

者
の
配
偶
者
（
再
婚
し
た
人
を
除

く
。）・
父
母
・
子
・
兄
弟
姉
妹
・

孫
・
甥
姪
・
参
加
遺
族
（
子
・
兄

弟
姉
妹
）
の
配
偶
者

・
健
康
状
態
が
良
好
で
、
長
途
の
旅

行
な
ど
に
耐
え
ら
れ
る
原
則
80
歳

以
下
の
人

実
施
地
域　

北
ボ
ル
ネ
オ
・
ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島
・
硫
黄
島
・
ミ
ャ
ン

マ
ー
・
パ
ラ
オ
諸
島
・
フ
ィ
リ
ピ

ン
実
施
時
期
・
定
員
な
ど　
実
施
地
域

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
旅
費
は
参
加
者
の
負
担
に
な
り

ま
す
が
、
国
か
ら
お
お
む
ね
３
分

の
１
程
度
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

同
行
す
る
介
助
者
に
は
、
補
助
は

あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
先
・
問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
☎
�
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
健

康
の
保
持
増
進
と
病
気
の
早
期
発
見

を
目
的
と
し
て
「
脳
ド
ッ
ク
」
を
受

け
る
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴　
平
成
30
年
６
月
１
日
現
在
、
74

歳
ま
で
の
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
、
か
つ
生
年
月
日

が
昭
和
18
年
10
月
16
日
以
降
の
人

⑵　
国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
な

い
こ
と

⑶　
平
成
27
～
29
年
度
に
脳
ド
ッ
ク

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑷　
平
成
30
年
度
浜
田
市
国
民
健
康

保
険
脳
ド
ッ
ク
・
人
間
ド
ッ
ク
・

及
び
浜
田
市
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
の

助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑸　
平
成
30
年
度
浜
田
市
国
民
健
康

保
険
特
定
健
康
診
査
を
受
け
て
い

な
い
こ
と

※　
受
診
日
当
日
に
ほ
か
の
健
康
保

険
（
後
期
高
齢
者
医
療
を
除
く
）

に
加
入
さ
れ
た
場
合
は
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※　
同
年
度
内
に
助
成
が
受
け
ら
れ

る
の
は
、
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

の
脳
ド
ッ
ク
、
一
日
外
来
人
間

ド
ッ
ク
及
び
浜
田
市
の
巡
回
人
間

ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
１
つ
と
な
り

ま
す
。

受
診
場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内

健
診
セ
ン
タ
ー

定
員　
80
人

※　
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。
抽
選
の
結
果
は
、
６

月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

受
診
期
間　
10
月
15
日
㈪
～
12
月
７

日
㈮
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

※　
受
診
日
は
、市
が
指
定
し
ま
す
。

検
査
内
容　

身
体
測
定
・
血
圧
測

定
・
血
液
検
査
・
心
電
図
・
Ｍ
Ｒ

Ｉ
頭
部
断
層
撮
影
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
頭
部

の
血
管
撮
影　
な
ど

自
己
負
担
金　
１
０
０
０
０
円

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
に
受
診
希

望
者
の
①
住
所
・
②
氏
名
・
③
性

別
・
④
生
年
月
日
・
⑤
連
絡
先
電

話
番
号
・
⑥
受
診
期
間
の
う
ち
、

受
診
不
可
な
日（
な
い
場
合
は「
な

し
」）
を
必
ず
記
入
し
、
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

※　
は
が
き
１
枚
で
１
人
の
申
込
み

と
し
ま
す
。

※　
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地　
浜
田
市
医

療
保
険
課　
「
脳
ド
ッ
ク
追
加
募

集
」
係

申
込
期
限　
６
月
14
日
㈭
必
着

注
意
事
項　
閉
所
恐
怖
症
の
人
は
検

査
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
な
ど
、
体
内
に
金
属
製

の
も
の
を
装
着
し
て
い
る
人
は
、

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
及
び
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ａ
を

受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
か
か
り
つ
け
医
な

ど
に
ご
相
談
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

は
が
き
記
入
例

 （裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号
⑥受診不可日
（ない場合は「なし」と記入）

 （表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市医療保険課

「脳ドック追加募集」係

　
収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
の
理
由

か
ら
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な

と
き
、
申
請
す
れ
ば
納
付
が
免
除
又

は
猶
予
（
先
延
ば
し
）
さ
れ
る
制
度

で
す
。

保
険
料
の
免
除
制
度

免
除
の
種
類　
全
額
免
除
・
３
／
４

免
除
・
半
額
免
除
・
１
／
４
免
除

が
あ
り
ま
す
。

免
除
の
条
件　
本
人
・
世
帯
主
・
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

で
あ
る
こ
と
で
す
。

保
険
料
の
納
付
猶
予
制
度

20
歳
以
上
50
歳
未
満
の
人
で
、
本

人
・
配
偶
者
の
所
得
が
全
額
免
除

の
範
囲
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料

の
納
付
を
猶
予
さ
れ
ま
す
。

申
込
受
付　
７
月
～
（
平
成
30
年
７

月
か
ら
の
免
除
・
猶
予
申
請
分
）

※　
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年

を
経
過
し
て
い
な
い
期
間
（
申
請

時
点
か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で
の

期
間
）
の
場
合
は
、
遡
っ
て
免
除

な
ど
を
申
請
で
き
ま
す
（
学
生
納

付
特
例
も
同
様
）。

申
請
に
必
要
な
も
の 

 

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

・
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
又
は
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

（
失
業
な
ど
に
よ
る
申
請
の
場

合
）

※　
免
除
又
は
猶
予
さ
れ
た
保
険
料

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら

追
納
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

額
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

申
請
先
・
問
合
せ

・
浜
田
年
金
事
務
所
☎
�
０
６
７
０

・
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

　
☎
�
９
４
１
１

問
合
せ　
医
療
保
険
課
国
保
係

　
☎
�
９
４
１
０

浜田市食育推進
キャラクター

「びぃびくん」朝ごはんを食べる割合

第３次浜田市食育推進計画を策定しました
～おいしく・たのしく・豊かな食で人と人をつなぐ　食育～

後期高齢歯科口腔健診実施医院（市内）
歯科医院名 住所 電話番号

青笹歯科医院 朝日町 �０６４１
石橋歯科医院 京町 �０１４３
岡本歯科 田町 �１４４０
梶原歯科医院 朝日町 �０６６２
かずあきデンタル
クリニック 長沢町 �２７１９
小松原歯科医院 長沢町 �０１５５
こんどう歯科医院 治和町 �７３７３
杉本歯科医院 国分町 �３３１１
竹田歯科医院 周布町 �１０３２
たけはら歯科
クリニック 相生町 �３６９８
ながうら歯科 片庭町 �０８８０
長野歯科医院 熱田町 �０５８５
西島歯科医院 京町 �１５４８
パール歯科 黒川町 �３９８８
みやもと歯科医院 新町 �０９６０
田中歯科金城医院 金城町下来原 �０８２３
大山歯科医院 旭町今市 �００４８
齋藤歯科医院 三隅町西河内 �００４２
山根歯科医院 三隅町三隅 �０１４５

後
期
高
齢
歯
科
口
腔
健
診
を

実
施
し
ま
す

敬
老
入
浴
券
を
贈
呈
し
ま
す

戦
没
者
の
慰
霊
巡
拝
が
実
施

さ
れ
ま
す

保
険
・
医
療

年

金

国
民
健
康
保
険「
脳
ド
ッ
ク
」

追
加
募
集
を
行
い
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

　
過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
「
後
納
制
度
」
が
平
成
27
年
10

月
か
ら
平
成
30
年
９
月
ま
で
の
３
年

間
に
限
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
や
、
年
金
の
受

給
が
で
き
な
か
っ
た
人
が
受
給
資
格

を
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
従
来
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
保

険
料
免
除
期
間
な
ど
を
合
算
し
た
資

格
期
間
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必

要
で
し
た
が
、
平
成
29
年
８
月
か
ら

は
、
資
格
期
間
が
10
年
以
上
あ
れ
ば

老
齢
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
後
納
制
度
を
利
用
し
不
足
し
て

い
る
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ

り
、
年
金
の
受
給
が
で
き
な
か
っ
た

人
が
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
す
で
に
老

齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
な

ど
は
、
後
納
制
度
の
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
申

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、「
ね

ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」
又
は
お

近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

・
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル　

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

・
浜
田
年
金
事
務
所
☎
�
０
６
７
０

　
65
歳
以
上
の
人
の
平
成
30
年
度
介

護
保
険
料
は
、
平
成
29
年
中
の
所
得

や
平
成
30
年
度
市
民
税
の
課
税
（
非

課
税
）
状
況
で
算
定
し
、
決
定
通
知

書
を
６
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人

　
年
金
天
引
き
で
介
護
保
険
料
を
納

め
て
い
る
人
は
、
前
半
（
４
月
・
６

月
・
８
月
）
が
仮
徴
収
、
後
半
（
10

月
・
12
月
・
２
月
）
が
本
徴
収
と
な

り
、
本
徴
収
は
決
定
し
た
１
年
分
の

保
険
料
か
ら
、
仮
徴
収
分
を
差
し
引

い
た
額
を
後
半
で
納
め
ま
す
。

所得段階 該当者 年間保険料

第１段階
生活保護を受給している人
世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している人
世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が80万円以下の人

37,692円

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が80万円を超え120万円以下の人 58,632円

第３段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が120万円を超える人 62,820円

第４段階
本人が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得
金額の合計が80万円以下の人（世帯内に住民税課税者がい
る場合）

75,384円

第５段階
本人が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得
金額の合計が80万円を超える人（世帯内に住民税課税者が
いる場合）

83,760円

第６段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が120万円未満の人 100,512円
第７段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が120万円以上

160万円未満の人 117,264円

第８段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が160万円以上
200万円未満の人 134,016円

第９段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上
300万円未満の人 150,768円

第10段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が300万円以上
500万円未満の人 167,520円

第11段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が500万円以上
700万円未満の人 188,460円

第12段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が700万円以上の人 209,400円

普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
）

の
人

　
本
算
定
で
決
定
に
な
っ
た
介
護
保

険
料
の
年
額
を
、
６
月
か
ら
３
月
ま

で
の
10
回
で
納
め
ま
す
。
口
座
振
替

の
申
込
み
を
し
て
い
る
人
は
、
６
月

か
ら
３
月
ま
で
の
毎
月
末
日
（
12
月

は
28
日
、
月
末
日
が
金
融
機
関
休
業

日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
に
、
指
定

の
口
座
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

保
険
料
の
減
免

　

風
水
害
や
火
災
な
ど
の
災
害
に

遭
っ
た
場
合
や
、
世
帯
の
生
計
を
主

と
し
て
維
持
す
る
人
が
死
亡
・
失

業
・
事
業
を
廃
業
し
た
こ
と
な
ど
で

生
活
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
場
合

に
は
、
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
減
免
に
は
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以
上

の
人
に
納
め
て
も
ら
う
保
険
料
と

公
費
を
財
源
に
運
営
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
65
歳
以
上
の
人

の
納
め
る
保
険
料
は
、
財
源
の
約

23
％
を
占
め
る
大
切
な
も
の
で

す
。
制
度
の
健
全
な
運
営
の
た
め

に
保
険
料
の
納
付
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課　
☎
�
１
５
２
０

　
交
通
遺
児
育
英
会
で
は
、
平
成
30

年
度
の
奨
学
生
募
集
と
平
成
31
年
度

の
奨
学
生
の
予
約
募
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。

対
象　
保
護
者
な
ど
が
自
動
車
や
バ

イ
ク
の
事
故
な
ど
、
道
路
で
の
交

通
事
故
で
死
亡
・
重
い
後
遺
障
が

い
の
た
め
に
働
け
な
い
た
め
、
経

済
的
に
修
学
が
困
難
な
生
徒
・
学

生
（
申
込
時
29
歳
ま
で
の
人
）

奨
学
生
の
種
類　
高
等
学
校
・
高
等

専
門
学
校
奨
学
生
、
大
学
・
短
期

大
学
奨
学
生
、
大
学
院
奨
学
生
、

専
修
学
校
・
各
種
学
校
奨
学
生

※　
ほ
か
の
奨
学
金
制
度
と
併
せ
て

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
同
一
世
帯
・
同
一
学
校
か
ら

何
人
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※　
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
交

通
遺
児
育
英
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

・
交
通
遺
児
育
英
会　

☎
０
３
‐
３
５
５
６
‐
０
７
７
３

・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
５
２
１
２
８
６

ベトナム文化が見える「ことわざ」
ニュン グエン ティー ゴク    

アームカール＆エクステンション レッグカール＆エクステンション レッグプレス＆カーフレイズ

　市では、平成29年度に日本スポーツ振
興センター（toto）の助成金を活用し、
ラ・ペアーレ浜田にトレーニングマシン
を設置しました。

問合せ　
　地域福祉課地域福祉係　☎�９３００

バインチュン

　外国語を勉強する中で言語の魅力を深く実感で
きました。ことわざがその中の一つです。ことわ
ざは地域の土壌・文化習慣から生まれた教訓や物
事に対する批判を豊かに表現します。今回は皆さ
んにベトナムのことわざを少し紹介します。
　まずは、「　　　　　　　　　　（ウオン・ヌオッ
ク・ニョー・グオン）」です。直訳すると「水を
飲んだら源を思い出す」です。源は先代・先人、
水は人の努力の成果の例えです。水には必ず水源
があるように、自分が手にしているものは先人の
労力のたまものなのです。そのため、先人へ感謝
すべきということです。「果物を食べたら植えた
人のことを思い出す」という意味が似ていること
わざもあります。
　次に「　　　　　　　　　（ラー・ライン・ドゥ
ム・ラー・ライック）」です。直訳すると「健康
な葉は破れた葉を包む」です。ベトナムのお正月
に食べるバインチュン（粽）のイメージです。豆、
肉、もち米をゾンという葉っぱで重ねて包んで８
時間くらい茹でる食べ物です。茹でる過程で破れ
た葉は、具材がこぼれないようにきれいな葉で包
みます。きれいな葉は生活に余裕がある人、破れ

た葉は困っている人を例えます。要するに、人生は
いつも順調とは限らないため、弱い人を助けるべき
ということです。長い歴史の中で、ベトナムは農業
の不作や水害などの被害によく遭いました。その時
は、国中から被害を受けた地域に支援や寄付をしま
す。これは古くから伝わる道理です。
　最後は「　　　　　　　　　　（トット・ゴ・ホン・
トット・ニュック・ソン）」です。意味は「良いペ
ンキより良い木材を」です。ペンキは外見、木材は
中身を表します。つまり見た目より本質が大切とい
うことです。外見よりその人の性格や能力の方を重
視するべきです。日本語でいう「山高きが故に尊か
らず」に少し似ているかもしれません。
　このようにことわざはベトナムにおいても人生観
や物の見方・考え方を表します。世界中の様々な言
語の中でベトナム語は豊かな表現ができる言葉で
す。

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制

度
を
ご
存
知
で
す
か

平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
料

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

交
通
遺
児
奨
学
金
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す

日本スポーツ振興センター助成金事業
を活用して整備を行いました

国際交流員コラム
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伝 言 板
まちかど

日
時

①
７
月
23
日
㈪
・
８
月
20
日
㈪
・
９

月
10
日
㈪　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
（
全
３
回
）

②
７
月
13
日
㈮
・
８
月
10
日
㈮
・
９

月
14
日
㈮　
午
前
10
時
～
11
時
30

分
（
全
３
回
）

場
所　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

講
師　
横
川
美
香
さ
ん

定
員　
各
コ
ー
ス
先
着
７
人

料
金　
３
１
５
０
円
（
別
途
材
料
費

が
必
要
）

申
込
み　
申
込
書
と
受
講
料
を
ラ
・

ペ
ア
ー
レ
浜
田
へ

　
☎
�
１
０
３
５

日
時
・
内
容

第
１
回　
６
月
23
日
㈯

　
午
前
10
時
～
正
午

「
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
に
つ
い
て
」な
ど

第
２
回　
７
月
21
日
㈯

　
午
前
10
時
～
正
午

「
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
」

場
所　
浜
田
養
護
学
校

Ｉ
Ｔ
活
用
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
科

入
校
検
定
日　
６
月
19
日
㈫

検
定
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎　
５
階

　
中
会
議
室　

日
時　
７
月
３
日
㈫
か
ら
９
月
４
日

㈫
ま
で
の
火
曜
日
（
全
５
回
）

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
６
人

料
金　
１
５
０
０
円（
会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　
６
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
浜
田
国
際
交
流
協
会
へ

　
☎
�
１
２
４
１

申
込
み　
電
話
で
浜
田
養
護
学
校
へ

　
☎
�
２
２
０
０

試
験
の
種
類
と
受
験
資
格

　
甲
種
の
全
類　
法
令
の
定
め
に
よ

る
資
格
を
有
す
る
者

　
乙
種
の
全
類　
資
格
の
制
限
な
し

日
時　
８
月
26
日
㈰

場
所　
浜
田
市
・
松
江
市

試
験
手
数
料

　
甲
種　
５
７
０
０
円

　
乙
種　

３
８
０
０
円

申
込
み　
６
月
25
日
㈪
～
７
月
９
日

㈪
に
申
込
書
で
、
又
は
６
月
22
日

㈮
午
前
９
時
～
７
月
６
日
㈮
午
後

５
時
に
電
子
申
請
で
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
島
根
県
支
部
へ

　
☎
０
８
５
２
�
５
８
１
９

一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

受
験
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

人
（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

受
付
期
間

　
７
月
１
日
㈰
～
９
月
７
日
㈮

試
験
日（
一
次
試
験
）

　

９
月
21
日
㈮
～
23
日
㈷
の
う
ち
希

望
す
る
１
日

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

含
む
）
21
歳
未
満
の
人
（
海
上
は

23
歳
未
満
）（
平
成
31
年
４
月
１

日
現
在
）

受
付
期
間　

　
７
月
１
日
㈰
～
９
月
７
日
㈮

試
験
日（
一
次
試
験
）　
９
月
17
日
㈷

試
験
会
場　
浜
田
城
山
ビ
ル　

自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

受
験
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

人
（
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
）

受
付
期
間　
試
験
日
の
前
日
ま
で

試
験
内
容　
筆
記
試
験
・
適
性
検
査

　
・
作
文
・
身
体
検
査
・
口
述
試
験

試
験
日　

①
７
月
21
日
㈯
・
②
８
月
25
日
㈯

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

狩
猟
免
許
試
験
事
前
講
習
会

日
時
・
場
所

・
６
月
17
日
㈰　
午
前
９
時
～
午
後

３
時
30
分　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

・
６
月
10
日
㈰　
午
前
９
時
～
午
後

３
時
30
分　
二
宮
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
交
流
セ
ン
タ
ー（
江
津
市
）

申
込
み　
各
受
講
日
の
10
日
前
ま
で

に
申
込
書
を
島
根
県
猟
友
会
へ

　
☎
０
８
５
２
�
４
１
２
９

狩
猟
免
許
試
験

日
時
・
場
所

・
７
月
１
日
㈰　
午
前
９
時
～

　
浜
田
合
同
庁
舎

・
６
月
24
日
㈰　
午
前
９
時
～

　
益
田
合
同
庁
舎
（
益
田
市
）

・
７
月
14
日
㈯　
午
前
９
時
～

　
川
本
合
同
庁
舎
（
川
本
町
）

問
合
せ　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部　
☎
０
８
５
２
�
０
０
１
５
・

浜
田
出
張
所　
☎
�
１
３
３
４

（
試
験
日
・
場
所
な
ど
が
追
加
・
変

更
さ
れ
る
場
合
あ
り
）

問
合
せ　
西
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

林
業
振
興
課　
☎
�
５
６
０
４　

農
林
振
興
課
林
業
振
興
係　
☎
�

９
５
１
０

日
時　
６
月
24
日
㈰

　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所　
い
わ
み
ー
る

料
金　
無
料
（
予
約
可
）

問
合
せ　
島
根
県
労
働
委
員
会
事
務

局　
☎
０
８
５
２
�
５
４
５
０

日
時　
６
月
22
日
㈮　
午
前
10
時
～

正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

料
金　
40
分
間
無
料
（
３
回
目
以
降

の
継
続
相
談
か
ら
有
料
）

申
込
み　
電
話
で
石
見
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
へ　
☎
�
４
５
１
４

日
時　
６
月
20
日
㈬
～
８
月
８
日
㈬

（
毎
週
水
曜
日
）午
後
７
時
～
９
時

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

料
金　
１
５
０
０
円

問
合
せ　
浜
田
盆
踊
り
口
説
き
同
好

会　
岡
本
正
友
さ
ん

　
☎
�
１
４
３
０

定
員　
15
人

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

２
３
０
０
０
円
程
度
必
要
）

選
抜
方
法　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数

学
）
及
び
面
接

訓
練
期
間

　
７
月
３
日
㈫
～
11
月
２
日
㈮

訓
練
場
所

　
㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
浜
田
教
室

申
込
み　
６
月
12
日
㈫
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

問
合
せ　
西
部
高
等
技
術
校
総
務
企

画
課　
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０

日
時　
６
月
５
日
㈫
・
７
月
３
日
㈫

　
・
８
月
７
日
㈫　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田　

１
階

内
容　
血
圧
測
定
、
体
組
成
測
定
、

健
康
相
談
、
介
護
相
談
な
ど

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支

部　
☎
�
０
５
０
５

日
時　
６
月
13
日
㈬
・
７
月
11
日
㈬

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０

出
願
期
間

第
１
回　
６
月
15
日
㈮
～
８
月
31
日
㈮

第
２
回　
９
月
１
日
㈯
～
20
日
㈭

入
学
説
明
会
・
相
談
会（
浜
田
会
場
）

日
時　
７
月
14
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
い
わ
み
ー
る

申
込
み

　
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０

石
州
和
紙
う
ち
わ
ア
ー
ト
展

日
時　
７
月
21
日
㈯
～
９
月
２
日
㈰

場
所　
石
州
和
紙
会
館
及
び
ア
ク
ア

み
す
み

作
品
募
集

料
金
（
う
ち
わ
キ
ッ
ト
購
入
代
金
）

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製　

２
０
０
円

（
高
校
生
以
下
１
０
０
円
）

※　
緑
ヶ
丘
住
宅
・
黒
川
住
宅
・
長

浜
西
住
宅
に
つ
い
て
は
、
空
き
が

出
た
場
合
は
公
募
し
ま
す
。

募
集
住
宅
（
先
着
順
）

【
金
城
】
湯
屋
団
地
３
号
棟

【
旭
】
ニ
ュ
ー
市
木
・
あ
さ
ひ
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
ツ

【
弥
栄
】
大
坪
住
宅
（
１
Ｋ
）

【
三
隅
】
若
者
住
宅
（
１
Ｄ
Ｋ
）

問
合
せ　
金
城
・
旭
・
弥
栄

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
�
１
２
０
３

三
隅　
㈱
コ
ム
サ　
☎
�
２
９
９
９

募
集
住
宅
（
先
着
順
）

　
波
佐
住
宅・市
木
団
地
な
ど

問
合
せ　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
�
０
５
３
５

募
集
住
宅
（
先
着
順
）

　
浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

（
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・
金
城
）

問
合
せ　
浜
田
土
建
㈱

　
☎
�
１
４
１
７

２
０
１
８
石
州
浜
っ
子
夏
ま
つ
り

日
時　
８
月
４
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　
午
後
４
時
～
10
時
（
予
定
）

場
所　
浜
田
漁
港
周
辺

市
民
の
店
出
店
者
募
集

出
店
要
件

②
竹
製　
５
０
０
円（
先
着
２
０
０
本
）

申
込
み　
７
月
16
日
㈷
ま
で
に
石
州

和
紙
会
館
へ　
☎
�
４
１
７
０

①
公
益
又
は
非
営
利

を
目
的
と
す
る
活

動
団
体

②
浜
田
市
観
光
協

会
・
浜
田
商
工
会

議
所
・
石
央
商
工
会
に
在
籍
し
、

過
去
に
同
一
店
舗
名
で
出
店
実
績

を
有
す
る
個
人
又
は
団
体

③
そ
の
ほ
か
の
個
人
又
は
団
体

定
員　
24
店
舗
程
度
（
選
考・抽
選
）

料
金　
３
０
０
０
０
円

（
テ
ン
ト
代
な
ど
）

ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

対
象　
踊
り
・
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
団
体

（
１
団
体
10
分
以
内・出
演
料
無
し
）

定
員　
５
団
体
程
度
（
選
考・抽
選
）

料
金　
無
料

申
込
み　
市
民
の
店
出
店
・
ス
テ
ー

ジ
出
演
と
も
、
６
月
22
日
㈮
ま
で

に
申
込
書
を
浜
田
市
観
光
協
会
へ

　
☎
�
１
０
８
５

浜田市定住婚活推進係

Facebook
「いいね！」お願いします

結婚支援専用LINE
「友だち登録」お願いします

問合せ　政策企画課定住婚活推進係　☎�９２００問合せ　産業政策課　☎�９５０１

教
室・講
座

季
節
の
果
物
で
作
る
保
存
食

手
作
り
ジ
ャ
ム
レ
ッ
ス
ン

浜
田
養
護
学
校

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

西
部
高
等
技
術
校
訓
練
生

Ｉ
Ｔ
活
用
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
科

消
防
設
備
士
試
験

自
衛
官
な
ど

資
格・試
験

狩
猟
免
許
試
験
事
前
講
習
会

及
び
狩
猟
免
許
試
験

島
根
県
労
働
委
員
会

労
働
相
談
会

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

法
律
相
談
会

浜
田
盆
踊
り
口
説
き
同
好
会

会
津
屋
八
右
衛
門
口
説
き
の
練
習
会

相
　
　談

島
根
県
看
護
協
会

ま
ち
の
保
健
室

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

就
業
相
談
会移動

ナ
ー
ス
バ
ン
ク

募
　
　集

放
送
大
学
10
月
生
募
集

石
州
和
紙
う
ち
わ
ア
ー
ト
展

作
品
募
集

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

２
０
１
８
石
州
浜
っ
子
夏
ま
つ
り

　
市
民
の
店
出
店
者

　
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

浜
田
国
際
交
流
協
会

（
中
国
語
を
話
し
ま
し
ょ
う
！
）

～
授
業
は
全
て
中
国
語
で
進
め
ま
す
～
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日
時　
６
月
23
日
㈯　
午
後
４
時
～

（
ホ
タ
ル
観
賞　
午
後
８
時
頃
～
）

場
所　
市
木
ふ
れ
あ
い
広
場

問
合
せ　
市
木
地
区
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
員
会　
☎
�
０
０
７
７

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
・
寡

婦
の
人

日
時　
６
月
23
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分
頃

場
所

　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
・
す
ま
い
る

料
金　
一
家
族
８
０
０
円

申
込
み　
６
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
浜
田
市
母
子
会　
山
本
さ
ん
へ

　
☎
�
３
６
１
２　
又
は
子
育
て
支

援
課
子
ど
も
家
庭
相
談
係
へ　
☎

�
９
３
３
１

日
時　
６
月
23
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
５
時

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル　
小
ホ
ー
ル

内
容　
小
松
真
人
さ
ん
・
小
杉
紗
友

美
さ
ん
・
鍵
本
俊
朗
さ
ん
の
発
表

料
金　
３
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
山
根
正
明
さ
ん　

　
☎
０
８
０-

１
９
２
９-

４
５
０
１

日
時　
６
月
21
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
調
理
室

講
師　
長
野
操
子
さ
ん

定
員　
20
人
（
抽
選
と
し
、
結
果
を

申
込
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。）

料
金　
５
０
０
円

申
込
み　
６
月
11
日
㈪
ま
で
に
申
込

書
を
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・

持
参
で
水
産
振
興
課
水
産
係
へ　

☎
�
９
５
２
０

日
時　
６
月
17
日
㈰　
午
前
10
時
～

正
午
頃

場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

定
員　
30
人
程
度

料
金　
無
料

（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
代
５
０
０
円
）

申
込
み　
電
話
で
石
見
海
浜
公
園
予

約
セ
ン
タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

浜
田
市
美
術
展
（
全
部
門
共
通
）

日
時　
９
月
29
日
㈯
～
10
月
８
日
㈷

場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

現
代
美
術
部
門
下
見
会

※　
現
代
美
術
の
部
に
応
募
す
る
人

は
必
ず
下
見
会
に
参
加
す
る
こ
と

日
時　
６
月
16
日
㈯

　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
県
立
体
育
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
県
立
体
育
館

　
☎
�
１
２
０
１

日
時　
６
月
16
日
㈯
・
23
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
中
央
図
書
館　
多
目
的
第
１

ホ
ー
ル

内
容　
日
本
語
の
指
導
が
必
要
な
子

ど
も
へ
の
指
導
方
法
な
ど
の
講
義

定
員　
30
人

料
金　
無
料

申
込
み　
６
月
11
日
㈪
ま
で
に
し
ま

ね
国
際
セ
ン
タ
ー
西
部
支
所
へ

　
☎
�
７
９
９
０

日
時　
６
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮

場
所　
江
津
清
和
養
護
学
校（
江
津
市
）

内
容　
学
校
施
設
見
学
・
授
業
見
学

　
・
医
療
的
ケ
ア
説
明
会
な
ど

申
込
み　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
江
津
清

和
養
護
学
校
へ

　
☎
０
８
５
５
�
２
６
１
３

　
ＦＡＸ
０
８
５
５
�
２
６
１
４

日
時　
６
月
16
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
く
に
び
き
メ
ッ
セ（
松
江
市
）

内
容　
企
業
プ
レ
ゼ
ン
＆
座
談
会
・

合
同
就
職
面
接
会
な
ど

問
合
せ　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

☎
０
１
２
０
�
４
５
１
０

日
時　
６
月
23
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
か
も
め
公
園
駐
車
場

清
掃
場
所　
か
も
め
公
園
一
帯

問
合
せ　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会　
牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

日
時　
６
月
９
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
い
わ
み
ー
る　

４
０
１
・
４

０
２
研
修
室

講
師　
野
田
恭
子
さ
ん

料
金　
無
料

問
合
せ　
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係　
☎
�
９
３
２
２

日
時　
６
月
10
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　
午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所　
国
府
公
民
館

　

４
km
・
８
km
コ
ー
ス

（
小
学
校
低
学
年
以
下
保
護
者
同
伴
）

料
金　
無
料

申
込
み　
電
話
で
国
府
公
民
館
へ

　
☎
�
１
２
７
０　
又
は
浜
田
市
ウ

　
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会　
西
川
さ
ん
へ

　
☎
０
９
０-

９
５
０
７-

１
７
５
５

日
時　
６
月
８
日
㈮
～
21
日
㈭

（
全
館
休
業
し
、
入
浴
・
レ
ス
ト
ラ

ン
・
宴
会
な
ど
の
利
用
が
不
可
）

問
合
せ　
国
民
宿
舎
千
畳
苑

　
☎
�
１
２
５
５

日
時　
・
前
夜
祭　

６
月
２
日
㈯　

午
後
６
時
30
分
～
・
本
祭
り　

６

月
３
日
㈰　
午
前
10
時
～

場
所　
旭
温
泉
あ
さ
ひ
荘
周
辺

日
時　
６
月
10
日
㈰　
午
前
11
時
～

午
後
２
時
（
小
雨
決
行
）

場
所　
治
和
町
六
町
内
公
民
館

料
金　
無
料（
食
べ
物
は
一
部
有
料
）

問
合
せ　
壮
青
年
部
六
親
会　
水
津

さ
ん

　
☎
０
９
０-

７
５
０
４-

３
３
４
２

日
時　
６
月
９
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら

内
容　
会
員
作
成
作
品
の
展
示
・
障

が
い
者
施
設
製
品
の
販
売
な
ど

問
合
せ　
ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら

☎
�
１
３
５
７

日
時　
６
月
１
日
㈮
～
８
月
31
日
㈮

（
水
曜
日
は
定
休
日
）

内
容　
通
常
午
後
８
時
閉
館
を
、
期

間
中
は
午
後
８
時
30
分
ま
で
営
業

料
金
（
会
員
料
金
あ
り
）

　
大
人　
　

４
０
０
円

　
小
学
生　

２
０
０
円

　
幼
児　
　
無
料

問
合
せ　
旭
温
泉
あ
さ
ひ
荘

　
☎
�
０
３
２
１

日
時　
６
月
10
日
㈰　
午
前
８
時
30

分
～（
梅
の
実
が
無
く
な
る
ま
で
）

場
所　
三
隅
公
園
（
梅
林
）

料
金　
１
袋
５
０
０
円

（
１
人
２
袋
ま
で
）

問
合
せ　
三
隅
支
所
産
業
建
設
課
産

業
振
興
係　
☎
�
２
８
０
３

日
時　
６
月
16
日
㈯

　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
西
川
病
院
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ホ
ー
ル

内
容　
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ラ
ダ
ー

ゲ
ッ
タ
ー
・
幼
児
コ
ー
ナ
ー

料
金　
無
料

申
込
み　
電
話
で
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー

日
時　
６
月
16
日
㈯　
午
後
４
時
～

10
時

場
所

　
波
佐
公
民
館

（
と
き
わ
会
館
）

問
合
せ

　
波
佐
公
民
館

　
☎
�
０
１
４
６

日
時　
６
月
10
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分

集
合
場
所　
畳
ヶ
浦
ト
ン
ネ
ル
前

料
金　一

般　
　
　
　
　
　

１
５
０
０
円

県
大
生　
　
　
　
　
　
７
０
０
円

県
大
以
外
の
学
生　

１
０
０
０
円

申
込
み　
電
話
で
留
学
生
等
を
囲
む

会
へ　
☎
�
２
２
６
０

日
時　
６
月
17
日
㈰
・
24
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

内
容　
作
品
の
応
募
方
法
や
表
現
に

つ
い
て
の
説
明

申
込
み　
６
月
14
日
㈭
ま
で
に
電
話

　
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
世
界
こ
ど

も
美
術
館
へ　
☎
�
８
４
５
１

シ
ョ
ン
協
会　
鳥
落
さ
ん
へ

　
☎
�
７
７
９
２

問
合
せ　
旭
温
泉
あ
さ
ひ
荘
内
旭
温

泉
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
☎
�
０
３
２
１

日
時　
６
月
１
日
㈮
～
７
月
20
日
㈮

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
月
曜
日

休
館・祝
日
の
場
合
翌
平
日
休
館
）

場
所　
石
州
和
紙
会
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

　
☎
�
４
１
７
０

有

料

広

告

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

な
ん
っ
と
舞
い
ん
さ
る

ほ
ー
ほ
ー
ほ
た
る
こ
い
祭
り

ひ
と
り
親
家
庭
と
寡
婦
の
合
同
交
流
会

さ
わ
や
か
運
動
会

島
根
県
中
・
近
世
史
合
同
研
究
会

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

浜
田
市
美
術
展

「
現
代
美
術
の
部
」
下
見
会

県
立
体
育
館

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

江
津
清
和
養
護
学
校

学
校
公
開
週
間

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
浜
田
市
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
共
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
条
例
」制
定
記
念
講
演
会

浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

健
康
ウ
ォ
ー
ク
㏌
国
府

 

兼 

浜
田
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

国
民
宿
舎
千
畳
苑

臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ

旭
温
泉
ま
つ
り

周
布
氏
の
歴
史
を
訪
ね
て

古
代
ロ
マ
ン
と
の
出
会
い

ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら
祭
り

旭
温
泉
あ
さ
ひ
荘

サ
マ
ー
タ
イ
ム
営
業

三
隅
公
園（
梅
林
）の
梅
狩
り

島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

ス
ポ
レ
ク
広
場

波
佐
ホ
タ
ル
祭
り

留
学
生
等
を
囲
む
会

石
見
の
海
に
親
し
む
集
い

お
出
か
け

石
州
和
紙
会
館

石
見
神
楽
の
天
蓋
飾
展
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日
時　
７
月
８
日
㈰

　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
15
人

料
金　
１
５
０
円
（
傷
害
保
険
代
）

申
込
み　
７
月
３
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
浜
田
国
際
交
流
協
会
へ

　
☎
�
１
２
４
１

東
京
バ
レ
エ
団
「
白
鳥
の
湖
」

日
時　
７
月
６
日
㈮

　
午
後
６
時
30
分
～

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ　
大
ホ
ー
ル

出
演　
東
京
バ
レ
エ
団

　
オ
デ
ッ
ト
・
オ
デ
ィ
ー
ル
／
上
野

水
香
さ
ん
・
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
王

子
／
柄
本
弾
さ
ん

料
金　
全
席
指
定（
会
員
料
金
あ
り
）

　
一
般　

Ｓ
席　
　
７
５
０
０
円

（
高
校
生
以
下　
　

４
０
０
０
円
）

　
一
般　

Ａ
席　
　
５
０
０
０
円

（
高
校
生
以
下　
　

２
５
０
０
円
）

※　

４
歳
以
下
入
場
不
可

な
み
ち
ゃ
ん
を
さ
が
せ

日
時　
６
月
１
日
㈮
～
30
日
㈯

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
で
遊
ぼ
う
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
６
月
11
日
㈪
・
25
日
㈪

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

料
金　
１
０
０
円

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

６
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

　

３
日
㈰　
後
野
神
楽
社
中

　
10
日
㈰　
有
福
神
楽
保
持
者
会

　
17
日
㈰　
石
見
神
楽
亀
山
社
中

　
24
日
㈰　
周
布
鳶
巣
神
楽
保
存
会

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場

ス
テ
ー
ジ

問
合
せ　
島
根
物
産
商
事
㈱

　
☎
�
３
３
８
８

対
象　
小
学
校
４
～
６
年
生

日
時　
８
月
１
日
㈬
～
３
日
㈮

場
所

　
石
見
海
浜
公
園
キ
ャ
ン
プ
村
周
辺

定
員　
30
人
（
抽
選
）

料
金　
６
０
０
０
円

申
込
み　
６
月
30
日
㈯
ま
で
に
石
見

海
浜
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
�
３
６
０
０

日
時　
７
月
１
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
食
育
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
パ
ネ

ル
展
示
・
地
元
食
材
の
販
売
な
ど

問
合
せ　
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係　
☎
�
９
３
１
１

日
時　
６
月
28
日
㈭

　
午
後
７
時
～
９
時

場
所　
中
央
図
書
館　
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

問
合
せ　
は
ま
だ
図
書
館
友
の
会

　
栗
栖
さ
ん

　
☎
０
９
０-

８
０
６
４-

７
９
４
０

日
時　
６
月
26
日
㈫

　
午
後
６
時
30
分
～

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル　
大
ホ
ー
ル

演
奏
者　
石
田
真
奈
美
さ
ん（
箏
）

　
　
　
　
藤
高
理
恵
子
さ
ん（
琵
琶
）

　
　
　
　
田
野
村
聡
さ
ん　
（
尺
八
）

料
金　
前
売
り　
　
　

１
０
０
０
円

　
　
　
当
日　
　
　
　

１
２
０
０
円

　
　
　
大
学
生
以
下　
無
料

問
合
せ　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

　
☎
�
２
１
０
０

日
時　
６
月
24
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

問
合
せ　
公
道
流
吟
道
島
根
県
吟
詠

連
盟　
岡
田
さ
ん　
☎
�
３
３
７
７

日
時　
６
月
24
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
三
隅

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

　
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

応募者　田中徹さん（浜田市）
撮影場所・時期　弥栄町・秋

応募者　江川安夫さん（浜田市）
撮影場所・時期　唐鐘漁港・春

作品名「島根のウユニ塩湖ここにあり！」
応募者　森春奈さん（江津市）撮影場所・時期　畳ヶ浦・夏

応募者応募者応募者応募者 田中徹さん田中徹さん田中徹さん田中徹さん田中徹さん田中徹さん（（浜田市浜田市浜田市浜田市
作品名「combination」

応募者応募者応募者応募者応募者応募者 江川安夫さん江川安夫さん江川安夫さん江川安夫さん江川安夫さん江川安夫さん江川安夫さん江川安夫さん江川安夫さん江川安夫さん江川安夫さん（（浜田市浜田市
作品名「天日干し」

2017 浜田市デジタルフォトコンテスト
受賞作品発表

■グランプリ

■準グランプリ（２点） ■審査員特別賞（10点）

■入選（50点）

■■審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）審査員特別賞（10点）
応募者・作品名
川邊宗一朗さん「森を覗けば」
藤田好太郎さん「夜神楽魅了」
biwamatiさん「夕景」
平田博行さん　　「大銀杏の精霊」
和田人士さん　　「キラキラヒカル」
三浦聖二さん　　「ひまわり畑に奇跡の虹」
松谷敏秀さん　　「御便殿の春」
高田雍一さん　　「お魚センター祭」
若尾凛さん　　　「もうお友達」
中村謙治さん　　「三隅火力発電所」

　詳細は浜田市デジタルフォトコンテストホームページをご覧ください。

問合せ
　産業政策課雇用対策係

　☎�９５０１

対
象　
県
内
在
住
者
（
小
学
生
は
高

学
年
以
上
で
保
護
者
同
伴
）

日
時　
６
月
24
日
㈰　
午
前
９
時
～

　
・
10
時
～
・
11
時
～
・
正
午
～

場
所　
西
部
高
等
技
術
校（
益
田
市
）

内
容　
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
鉄
製
イ

ス
製
作
体
験
（
１
世
帯
１
個
）

定
員　
各
回
先
着
５
人

申
込
み　
６
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
西
部
高
等
技
術
校
へ

　
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

浜
田
国
際
交
流
協
会

中
国
文
化
サ
ロ
ン

　
～
于
清
と
一
緒
に
太
極
拳
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か（
三
）～

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
�
３
９
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０

石
見
海
浜
公
園

い
わ
み
自
然
学
校

来
て
、見
て
、味
わ
っ
て
、楽
し
め
る

食
育
フ
ェ
ス
タ
in
浜
田

は
ま
だ
図
書
館
友
の
会

一
夜
一
冊
は
ま
だ
読
書
夜
会

邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト

～
現
代
に
伝
え
る
和
の
ひ
び
き
～

公
道
流
創
立
55
周
年
記
念

吟ぎ
ん

詠え
い

剣け
ん

詩し

舞ぶ

道ど
う

大
会

第
１
８
７
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

伊
能
隊
の
測
量
ル
ー
ト
を
訪
ね

三
隅
町
吉
浦
か
ら
今
浦
を
歩
く

西
部
高
等
技
術
校

溶
接
無
料
体
験
セ
ミ
ナ
ー
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有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
郷
土

の
画
家
が
描
い
た
浜
田
の
風
景
画
を
中
心
に

し
た
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
公
共
施
設
に

収
蔵
さ
れ
て
い
る
作
品
を
集
め
、
当
館
収
蔵

品
と
あ
わ
せ
て
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
な
か
で
も
昨
年
浜
田
市
に
寄
贈
い
た
だ
い

た
故
河
野
通み

ち

暢の
ぶ

氏
の
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
作

品
は
、
や
さ
し
い
風
合
い
が
特
徴
の
作
品
で

す
。ま
た
、写
真
家
の
永
見
武
久
さ
ん
が
撮
っ

た
戦
後
の
懐
か
し
い
浜
田
の
写
真
も
展
示
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
記
憶
と
共
に
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
昔
の
遊
び
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
。

会
期　
６
月
２
日
㈯
～
７
月
８
日
㈰

観
覧
料　
一
般　

            

３
０
０
円

　

         

高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

　

         

小
学
・
中
学
生　

１
０
０
円

■
第
８
回
市
民
写
生
大
会
開
催

◎
６
月
２
日
㈯　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
受
付
は
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
１
階
創
作

室
に
て
。　
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期
）

場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館
周
辺

参
加
費　
無
料

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

《
対
話
型
鑑
賞
「
み
る
み
る
の
会
」
開
催
》

◎
６
月
９
日
㈯　
午
後
２
時
～
３
時

※　
参
加
は
自
由
で
す
が
、
展
覧
会
の
観
覧
チ

　
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
青
空
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
》

◎
６
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
石
の
ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト
》

◎
６
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

定
員　
各
日
先
着
20
人

《
シ
ャ
ボ
ン
玉
ホ
リ
デ
ー
》

◎
６
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
（
雨
天
時
は
《
す
す

め
水
玉
く
ん
》
に
変
更
）

参
加
費　
１
０
０
円

《
ミ
ニ
凧
づ
く
り
》

◎
６
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

《
点
描
で
描
こ
う
》

◎
６
月
30
日
㈯
・
７
月
１
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

※　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま

で
。（
参
加
受
付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら

午
後
３
時
30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。）

６月の休館日
月曜日　４日・11日・18日・25日
展示替　１日㈮１

泊
２
日
模
擬
研
究
を
開
催

し
ま
す

公
開
講
座
の
ご
案
内

総
合
政
策
学
会
特
別
講
演
会
の

ご
案
内

　
島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
今
年
度
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
開
催
し
ま
す
。
高
校
生
や
保
護

者
の
皆
さ
ん
、
高
校
の
先
生
に
総
合

政
策
学
部
の
学
び
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の

施
設
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
を
、
ご
用
意
し
て
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時　
７
月
14
日
㈯   

午
前
11
時
～
午
後
３
時　

（
受
付
午
前
10
時
30
分
～
）

主
な
内
容
（
予
定
）

○
総
合
政
策
学
部
説
明

○
学
生
が
語
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

○
学
食
体
験
（
無
料
）

○
選
べ
る
特
別
講
義
体
験

○
保
護
者
説
明
会

○
浜
田
市
紹
介

○
浜
田
市
紹
介
バ
ス
ツ
ア
ー

　

４
月
３
日
㈫
、
総
合
政
策
学
部
２

６
８
人
、
大
学
院
北
東
ア
ジ
ア
開
発

研
究
科
７
人
が
本
学
の
新
た
な
仲
間

に
な
り
ま
し
た
。

　
天
気
が
良
く
、
多
く
の
人
に
来
場

い
た
だ
き
、
盛
会
に
式
典
を
挙
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
入
生
を
代
表
し
て
、
武
部
慎
さ

ん
（
松
江
商
業
高
校
出
身
）
が
宣
誓

を
行
い
、「
大
学
で
の
学
び
を
と
お

し
て
異
国
の
文
化
に
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
物
事
を
多
角
的
な
視
点

か
ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
幅
広
い

視
野
を
身
に
付
け
て
い
き
た
い
。
教

育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
、

新
し
く
出
会
っ
た
仲
間
を
大
切
に

し
、
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
有
意
義

で
価
値
あ
る
大
学
生
活
を
送
り
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
の
最
後
に
、
浜
田
市
民
合
唱
団

の
皆
さ
ん
、
本
学
吹
奏
楽
部
・
合
唱

部
の
演
奏
で
、
会
場
全
員
が
大
学
歌

を
斉
唱
し
、
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
島
根
県
立
大
学
総
合
政
策
学
会
で

は
、
各
界
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
人
を
講
師
に
迎
え
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
６
月
22
日
㈮

　
午
後
２
時
50
分
～
４
時
20
分

会
場　
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂　

演
題　
「
核
兵
器
禁
止
条
約
で
世
界

は
変
わ
る
～
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
か
ら
見
た

日
本
」

講
師　
川
崎
哲
さ
ん
（
ピ
ー
ス
ボ
ー

　
ト
共
同
代
表
）

問
合
せ

　
企
画
調
整
室　
☎
�
２
２
０
１

７
月
14
日
㈯
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
催
し
ま
す

○
国
際
交
流
体
験

○
キ
ャ
ン
パ
ス
・
学
生
寮
ツ
ア
ー

○
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
紹
介

○
入
試
・
学
生
生
活
・
キ
ャ
リ
ア
支

　
援
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
会

※　
高
校
３
年
生
だ
け
で
な
く
、
１

　
年
生
や
２
年
生
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く

　
だ
さ
い
。

　
大
学
で
の
学
び
を
よ
り
深
く
体
験

で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
進
学
を
考
え
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
８
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

※　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
及
び
１

　
泊
２
日
模
擬
研
究
の
詳
細
に
つ
い

　
て
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室　

　
☎
�
２
２
０
３

  

平
成
30
年
度
総
合
政
策
学
部
・

  

大
学
院
入
学
式

新入生代表の武部慎さん

①
映
画
・
映
像
文
化
と
政
治
・
社
会 

　
～
「
し
ま
ね
映
画
祭
」
上
映
作
品

　
に
観
る
映
画
作
家
の
自
己
表
現
～

日
時   

６
月
13
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
瓜
生
忠
久
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
教
授
）

②
お
も
し
ろ
建
築
「
江
津
市
庁
舎
」    

   

の
魅
力
に
迫
る

日
時   

７
月
４
日
㈬　
　
　
　
　
　

　
午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
八
田
典
子
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
教
授
）

会
場　
講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室
３

問
合
せ

　
地
域
連
携
課　
☎
�
２
３
９
６

　

昨年のオープンキャンパスの様子

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

　
「
絵
を
か
く
こ
と
は
生
き
る
よ
ろ
こ
び
」

と
語
り
、
生
涯
を
掛
け
て
美
を
追
求
し
た
画

家
・
石
本
正
（
１
９
２
０
‐
２
０
１
５
）
の

95
年
の
生
涯
を
代
表
作
と
と
も
に
紹
介
し
ま

す
。
女
性
の
美
を
表
現
す
る
た
め
の
、
画
家

の
細
部
へ
の
こ
だ
わ
り
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

し
た
特
集
展
示
も
必
見
で
す
。
同
時
開
催
の

石
本
正 

素
描
展
「
イ
タ
リ
ア
の
思
い
出
」

と
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

　

２
０
１
８
年
度
・
石
本
正
作
品
選
１

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

６
月
の
イ
ベ
ン
ト

●
石
川
か
つ
ひ
ろ
写
真
展
「
私
の
和
乃
色
」

期
間　
６
月
８
日
㈮
ま
で

●
平
成
29
年
度
石
正
美
術
館
絵
画
教
室
作
品
展

（
前
期
）

期
間　
６
月
９
日
㈯
～
24
日
㈰

●
第
55
回
石
本
正
絵
画
教
室

内
容　
裸
婦
デ
ッ
サ
ン

日
時　
６
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

特
別
講
師　
吉
川
弘
さ
ん
（
日
本
画
家
・
京
都

造
形
芸
術
大
学
教
授
）

定
員　
30
人
（
要
予
約
）

料
金　
７
５
０
０
円

石本正「室内」1987年

６
月
の
展
示
替
休
館
日

６
月
25
日
㈪
～
７
月
２
日
㈪

【
企
画
展
示
室
】

　
石
本
正 

素
描
展
「
イ
タ
リ
ア
の
思
い
出
」

期
間　
６
月
24
日
㈰
ま
で

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第
３
日
曜
日

に
家
族
で
来
館
さ
れ
た
入
場
者
の
う
ち
、
高

校
生
以
下
は
無
料
で
す
。

vol.176
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.258

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

は
ま
だ
の
風
景
画
展　

６
月
の
イ
ベ
ン
ト
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世 帯 男 女 総 数
浜 田
金 城

旭
弥 栄
三 隅
合 計

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,702 19,082 21,204 40,286
金 城 1,892 2,071 2,200 4,271

旭 1,348 1,371 1,393 2,764
弥 栄 683 624 694 1,318
三 隅 2,859 2,896 3,154 6,050
合 計 26,484 26,044 28,645 54,689

（単位：人）
人　口（４月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

貸出ベスト10（平成30年４月期）
順位 タイトル 著者
1 おらおらでひとりいぐも 若竹　千佐子
2 草薙の剣 橋本　治
3 湖畔の愛 町田　康
4 祝葬 久坂部　羊
５ 長く高い壁　The Great Wall 浅田　次郎
６ ナミヤ雑貨店の奇蹟 東野　圭吾

７
年収300万円はお金を減らす人
年収1000万円はお金を増やす人
年収１億円はお金と時間が増える人

金川　顕教

８ 羊と鋼の森 宮下　奈都
９ 本のエンドロール 安藤　祐介
10 ＡＸ 伊坂　幸太郎

　学校や職場、引越しなど新しい環境の中で新
年度をスタートした人も多いと思います。「こ
こは自分の居場所だろうか、こんなはずではな
かった」と悩んでいる人はいませんか。
　私はこの本を環境の変化がある時だけでな
く、落ち込んだ時にも読み返しています。私の
心の支えになったり、私を初心に立ち戻らせて
くれたりする本です。そして、私に覚悟を問う
本でもあり、「もうちょっとがんばってみなさ
い」と励ましてくれる本でもあります。
　この本は６年前にベストセラーとなりまし
た。著者は、「咲けない日があります。その時
は根を下へ下へと降ろしましょう。」と述べて
います。初めての人はもちろん、以前読んだこ
とがあるという人ももう一度手にとってみませ
んか。

　渡辺和子：著　　幻冬舎（分類　198.2ワタ）

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレン
ダー裏面のくらしのサービスガイドをご覧くだ
さい。

　
図
書
館
開
館
５
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
で
は
、
記
念
事
業
の
ロ
ゴ

を
制
作
し
ま
し
た
。

　
図
書
館
と
そ
の
利

用
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
充
実
を
目
指
し

て
い
け
る
よ
う
な

「
ア
ッ
パ
ー
」
な
デ

ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い

ま
す
。

４
月
29
日
㈷
、
石
州
浜
っ
子

春
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
約
２

万
５
千
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
今
年
は
、
浜
田
藩
と

縁
の
深
い
真
田
家
の
第
14
代
当

主
で
あ
る
眞
田
幸
俊
さ
ん
が
殿

様
役
を
務
め
た
ほ
か
、
驛
鈴

神み
こ
し輿
や
甲
冑
隊
な
ど
趣
向
を
凝

ら
し
た
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
が
商

店
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
図
書
館
を

利
用
し
て
い
ま
す
か
？

　
図
書
館
開
館
５
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
で
は
、
図
書
館
を
利
用
さ

れ
る
皆
さ
ん
の
思
い
を
つ
づ
っ
た

エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
中
か
ら

優
秀
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
館
内
展

示
と
浜
田
市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。
副
賞
と
し
て
、

図
書
館
に
新
規
購
入
す
る
図
書
10
冊

分
を
選
定
す
る
権
利
を
贈
呈
し
ま

す
。
奮
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

字
数
制
限　
４
０
０
字
以
内

締
切
日　
８
月
31
日
㈮
（
当
日
消
印

有
効
）

応
募
方
法　
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
中
央
図
書
館
へ

中央図書館

三隅図書館

今月の表紙

毎
月

１
日

発
行

編
集

・
発

行
　

浜
田

市
市

長
公

室
　

　
　

　
　

　
☎

 0855－25－9151
　

　
　

　
　

　
ＦＡＸ 0855－22－3091

本
庁

　
〒

697-8501 島
根

県
浜

田
市

殿
町

１
番

地
　

　
　

 ☎
0855－22－2612（

代
表

）
　

　
http://w

w
w

.city.ham
ada.shim

ane.jp
　

　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支

所
　

　
金

城
支

所
　

☎
42－1234

　
　

　
　

　
旭

支
所

　
　

☎
45－1234

　
　

　
　

　
弥

栄
支

所
　

☎
48－2111

　
　

　
　

　
三

隅
支

所
　

☎
32－2800

浜
田

市
広

報
係

 
@

koushitsu.ham
ada

Facebook

６ 平
成
30年

N
o.206

広
報

館長がすすめるこの一冊

「置かれた場所で咲きなさい」

エ
ッ
セ
イ
「
図
書
館
と
私
」

を
募
集
し
ま
す

図
書
館
開
館
５
周
年
記
念
事
業

の
ロ
ゴ
を
制
作
し
ま
し
た

図書館情報
開館時間 ６月の休館日

中央 ☎�0480 　9:00～19:00 11日㈪・25㈪
金城 ☎�1823

　9:00～17:00 ４日㈪・11㈪
18日㈪・25㈪

旭 ☎�1439
弥栄 ☎�2258
三隅 ☎�0338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）


